
広報やすぎ

安来市の人口と世帯数　　 　平成27年3月31日現在

人　口･･･男19,447人　 女21,185人　 合計40,632人

世帯数 ･･･14,125 世帯　

●高齢者・視覚障がい者向け読上げ装置専用のＳＰコードを、全ページに掲載。
コード横の切り込みは、その位置を示します。 Vol.
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　安来にやってきた隠岐の海に大塚
保育所の子どもたちが挑戦。何度倒
されても果敢に挑んで行く姿に観客
も大喜びでした。
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・撮影日　３月２５日

・撮影場所　南小学校
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置
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画

平
成
26
年
度
（
設
置
済
）

◦
小
学
校
１
年
生
の
教
室
23
室

　
　
　
　

特
別
支
援
教
室
４
室

平
成
27
年
度

◦
小
学
校
２
年
生

　
　
　
　

特
別
支
援
教
室

◦
中
学
校
全
学
年

　
　
　
　

特
別
支
援
教
室

　

平
成
28
年
度
以
降
順
次
整
備
し
、

平
成
29
年
度
に
す
べ
て
の
小
中
学
校

の
教
室
に
設
置
を
完
了
す
る
予
定
で

す
。

総
事
業
費　

１
億
１
５
５
０
万
円

　

近
年
、
増
加
が
著
し
い
猛
暑
日
の

対
策
や
、
子
ど
も
た
ち
の
健
康
面
、

学
習
環
境
向
上
を
目
的
に
、
市
内
の

小
・
中
学
校
す
べ
て
の
教
室
に
エ
ア

コ
ン
を
整
備
し
ま
す
。

　

文
部
科
学
省
の
定
め
る
学
校
環
境

衛
生
基
準
で
は
、
教
室
内
の
温
度
は

夏
季
30
度
以
下
・
冬
季
10
度
以
上
が

望
ま
し
い
と
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
近

年
は
30
度
以
上
に
な
る
日
も
多
く
、

子
ど
も
た
ち
の
健
康
面
に
配
慮
し
て

エ
ア
コ
ン
の
設
置
を
決
め
ま
し
た
。

　

エ
ア
コ
ン
は
、
教
室
の
広
さ
や
児

童
・
生
徒
数
を
考
慮
し
、
平
成
29
年

度
ま
で
に
全
教
室
に
設
置
す
る
予

定
。
原
則
、
夏
場
の
み
の
使
用
と
し

て
、
設
置
が
完
了
し
た
教
室
か
ら
順

次
稼
働
さ
せ
ま
す
。
初
稼
働
と
な
る

今
年
度
は
、
春
休
み
中
の
３
月
末
か

ら
４
月
初
め
に
か
け
て
小
学
１
年
生

の
教
室
23
室
と
、
特
別
支
援
教
室
４

室
に
設
置
し
ま
し
た
。

　

空
調
設
備
は
、
家
庭
用
ル
ー
ム
エ

ア
コ
ン
を
採
用
。
短
期
間
で
多
く
の

場
所
に
設
置
が
可
能
な
う
え
、
業
務

用
に
比
べ
コ
ス
ト
が
大
幅
に
削
減
で

き
ま
す
。
家
庭
用
ル
ー
ム
エ
ア
コ
ン

を
教
室
に
設
置
し
た
例
は
、
ほ
と
ん

ど
な
く
、
全
国
か
ら
も
注
目
を
集
め

て
い
ま
す
。

　

快
適
な
環
境
を
整
備
す
る
こ
と
で

学
習
効
果
も
一
段
と
向
上
す
る
こ
と

に
期
待
が
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

平成 29 年度までに順次設置
エアコンを小・中学校に設置

▶
小
中
学
校
に
設
置
予
定

の
家
庭
用
エ
ア
コ
ン
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島
根
原
子
力
発
電
所
の
安
全
対
策

な
ど
を
推
進
す
る
た
め
に
設
置
し
た

「
安
来
市
原
子
力
発
電
所
環
境
安
全

対
策
協
議
会
」
を
３
月
25
日
に
学
習

訓
練
セ
ン
タ
ー
で
開
催
し
ま
し
た
。

　

会
議
で
は
、
中
国
電
力
株
式
会
社

か
ら
島
根
原
発
２
号
機
に
つ
い
て
、

国
が
示
す
新
基
準
へ
の
適
合
審
査
状

況
な
ど
の
説
明
が
あ
っ
た
ほ
か
、
市

の
原
子
力
災
害
対
策
の
取
り
組
み
状

況
な
ど
を
説
明
し
ま
し
た
。

　

市
で
は
、
今
後
も
当
協
議
会
で
市

民
の
意
見
を
伺
い
な
が
ら
原
子
力
防

災
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

　

４
月
１
日
よ
り
安
来
地
域
に
地
域

包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
を
開
設
し
ま
し

た
。
広
瀬
地
域
、
伯
太
地
域
に
引
き

続
き
３
カ
所
目
の
設
置
と
な
り
ま

す
。

　

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
は
、
介

護
・
医
療
・
福
祉
な
ど
の
関
係
機
関

と
協
力
し
て
、
市
民
の
健
康
、
生
活
、

財
産
を
守
る
た
め
に
設
置
さ
れ
、
高

齢
者
の
支
援
を
行
い
ま
す
。
介
護
や

健
康
、
財
産
管
理
の
こ
と
な
ど
お
気

軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　

農
業
や
地
域
を
維
持
す
る
た
め
の

設
計
書
と
な
る｢

集
落
ビ
ジ
ョ
ン｣

の
作
成
に
役
立
て
て
も
ら
お
う
と
３

月
11
日
、
魅
力
あ
る
地
域
づ
く
り
を

考
え
る
研
修
会
を
伯
太
中
央
交
流
セ

ン
タ
ー
で
開
き
ま
し
た
。

　

近
年
、
中
山
間
地
域
を
中
心
に
農

業
従
事
者
の
減
少
や
高
齢
化
が
進
行

し
、
農
業
の
生
産
基
盤
で
あ
る
農
地

や
農
村
機
能
の
維
持
が
困
難
に
な
り

つ
つ
あ
り
ま
す
。
市
で
は
、
平
成
25

年
度
か
ら
地
域
に
住
む
人
が
主
体
と

な
っ
て
、地
域
の
将
来
像
と
な
る「
集

落
ビ
ジ
ョ
ン
」
の
作
成
を
推
進
し
て

い
ま
す
。

　

研
修
会
で
は
、
姫
路
市
で
多
角
的

に
農
業
経
営
を
展
開
す
る
農
業
生
産

法
人
・
有
限
会
社
夢
前
夢
工
房
代
表
・

衣
笠
愛
之
氏
が
講
演
。
衣
笠
氏
は
、

生
産
か
ら
農
産
物
の
加
工
品
づ
く
り

を
目
標
と
し
、
平
成
６
年
に
農
業
を

ス
タ
ー
ト
。生
産
拡
大
と
合
わ
せ
て
、

失
敗
を
重
ね
な
が
ら
加
工
品
の
開
発

に
も
取
り
組
み
、
現
在
、
多
く
の
生

産
物
の
加
工
、販
売
（
６
次
産
業
化
）

に
成
功
し
て
、
付
加
価
値
を
つ
け
て

販
売
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
農
業
公

園
や
農
村
レ
ス
ト
ラ
ン
、
農
業
体
験

な
ど
地
域
と
密
着
し
た
活
動
も
数
多

く
行
い
、
地
域
活
性
化
に
も
寄
与
し

て
い
ま
す
。
衣
笠
氏
は｢

人
は
動
か

な
い
の
が
普
通
。
地
域
を
変
え
た
い

な
ら『
動
く
理
由
』『
活
躍
の
場
』『
小

さ
な
成
果
』
な
ど
人
が
動
く
仕
組
み

作
り
が
必
要
だ
」
と
話
し
ま
し
た
。

　

会
場
に
は
、
市
内
の
集
落
営
農
組

織
の
組
合
員
や
、
交
流
セ
ン
タ
ー
の

職
員
な
ど
、
地
域
を
担
う
約
１
０
０

人
が
参
加
し
て
熱
心
に
講

演
に
聞
き
入
っ
て
い
ま
し

た
。

■
安
来
市
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
（
や
す
ぎ
サ
ブ
セ
ン
タ
ー
）

所
在
地　

安
来
市
飯
島
町
１
２
４
０
︲
１
３
（
安
来
市
社
会
福
祉
協
議
会
事

務
所
内
）　

℡
27
︲
７
１
０
０　

※
相
談
無
料
・
電
話
相
談
も
受
付

▶
講
演
を
行
う
衣
笠
愛
之
氏 つくろう「集落ビジョン」

農業・地域を考える研修会
原子力防災を推進

第３回安対協を開催

安来地域に

包括支援センター開設
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●

　みゆき保育園の増改築工事が完了し竣工式が
行われ、近藤市長が出席し祝辞を述べました。
定員を超える入所希望に対応するためのもの
で、質の高い保育サービスの提供や地域の保育
ニーズへの対応などが期待されます。

●

　市の名称に「来」がつく縁で市議会が交流し
ている茨城県潮来市の議員が、行政視察で安来
市を訪れました。兵庫県朝

あさ ご

来市を含めた３市議
会は、災害時相互支援協定なども視野に入れ、
交流を進める予定です。

●3/31

みゆき保育園増改築竣工式

島根原発 1 号機廃止報告を受理

　中国電力株式会社は、運転開始から40年を経
過した島根原発１号機の廃止を決定しました。
安来市は、同日、中国電力から１号機廃止の経
過などについて報告を受けました。

3/14

潮
い た こ

来市議会が表敬訪問

3/18

●3/21

第一中学校卒業式

　９年間の義務教育を終え、新たな一歩を踏み
出す154人の卒業生たち。近藤市長は、「自分
の可能性を信じ、チャレンジ精神を持って歩ん
でほしい」とエールを送りました。

１万円で１万２千円分！安来市プレミアム商品券

「家族ふれあい商品券」を販売します
夏ごろをめどに20％のプレミアム特典を付けた商品券の販売をします。

　　　　　販売単位　1 冊 10,000 円
　　　　　　（1 枚 1,000 円　12 枚つづり）
　　　　　販  売  数　40,000 冊
使用範囲　市内事業所の登録店
購入限度額　1 世帯　3 冊まで（30,000 円）

（ただし、18 歳以下の人がいる世帯、65 歳   
　以上の人がいる世帯は 5 冊まで購入可能）

3 人以上のお子さんがいる世帯を支援

　18 歳以下の人※が３人以上いる世
帯に対し、１世帯 10,000 円の商品券

●販売開始日、販売方法、登録店など、詳細が決まり次第、順次お知らせします。
■問い合わせ　商工観光課℡２３－３３４４

を配布する予定にしています。
※ 18 歳になって最初の 3 月 31 日を迎えるまで
の人が対象。
　■問い合わせ…福祉課℡ 23-3211

近藤市長の動きからまちの話題を ＰＩＣＫ　ＵＰ！ 市長短信
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　　　シリーズ　安来の公共交通が変わります⑥
  社会実験対象路線の検証結果をお知らせします

■■問い合わせ　市民参画課℡２３－３０６６

　経済産業省が実施した、地域の暮らしやすさを貨幣価値
で比較する『地域の生活コスト「見える化」システム』の
全国ランキングで、1741市町村の中で安来市が７位とな
りました。
　これは、Ｕ・Iターン者の検討材料などに役立ててもら
うために実施されたもので、約１万人を対象としたアン
ケート調査データを基に対象地の利便性・教育・子育て・
福祉・医療などの暮らしやすさに関する指標の貨幣価値が
表示するもの。安来市の評価のうち特に高かった指標は、
バス停までの距離・地域の求人倍率・高度な救命措置が可
能な救命救急センターまでの所要時間・空気のきれいさ、
地域の活動に関わる人の割合などでした。
　安来市は最重要課題である人口対策として、今年度から
定住窓口のワンストップ化など定住の取り組みを強化して

います。今回の高評価を弾みに、定住人口の
拡大に努めてまいります。

■問い合わせ…定住企画課
　　　　　　　℡２３‐３０５９

順位 市区町村 貨幣価値／年
１ 島根県松江市 194 万円
２ 島根県出雲市 193 万円
３ 島根県江津市 193 万円
４ 鳥取県米子市 191 万円
５ 福井県小浜市 191 万円
６ 鳥取県鳥取市 190 万円

７ 島根県安来市 190 万円

８ 佐賀県杵島郡大町町 189 万円
９ 群馬県桐生市 189 万円
10 島根県雲南市 188 万円

　昨年、実施したイエローバスの社会実験について、アンケートやヒアリング調査などを実施して検
証した結果、今後の方針を決定しましたのでお知らせします。

①「市街地循環バス」は本格運行を前提に検討
します
　駅や市街地を回った循環バスは住民ニーズが
高く、利用者の増加が見込めることが確認でき
たため、本格的な運行に向けて検討します。

②「買い物バス」は路線の見直しを検討します
　市街地循環バスの運行に合わせて、ルートが
重なる「買い物バス」の見直しを行います。平
成 26年度の社会実験では、市街地周辺の施設
に行きにくいルートであったため、利用者が使
用しやすい運行ルートを検討します。

①～③については、市民の皆さんがより利用しやすいバス路線とするため、平成27年度に再度、
社会実験を行う予定です。

③荒島駅の拠点機能について検討します
　荒島駅は平日・土日を問わず、通学や買物、
余暇活動などによるイエローバスとＪＲとの乗
り継ぎ利用が多いことが確認できました。さら
に駅の拠点機能の向上を図り、広瀬＝荒島線の
ダイヤや運行ルートの見直しを検討します。
④安来＝清水線は廃止とし、安来＝吉田線によ
る代替運行を開始しました
　利用者が極めて少なかった「安来＝清水線」
は、平成 27年３月から「安来＝吉田線」で代
替運行となりました。土曜日の運行も可能とな
り、効率化と利用者の増加が期待できます。

全国 1741 市区町村から選出
　暮らしやすい市町村ランキングで安来市が  全国７位！　暮らしやすい市町村ランキングで安来市が  全国７位！
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大
相
撲
最
大
最
強
力
士

釈し

ゃ

迦か

ヶが

嶽た

け

雲く

も

右え

も

ん

エ
門

稀
代
の
大
力
士

　
　
　

釈
迦
ヶ
嶽
雲
右
エ
門

　

釈
迦
ヶ
嶽
雲
右
エ
門
は
、
身
長
７

尺
４
寸
８
分
（
２
２
７
㌢
）、
体
重

48
貫
（
１
８
０
㌔
）、
わ
ら
じ
の
大

き
さ
１
尺
３
寸
（
40
㌢
）
と
世
に
ま

れ
な
大
力
士
で
し
た
。相
撲
史
上
一
、

二
と
い
わ
れ
る
大
型
力
士
で
当
時
の

最
高
位
で
あ
っ
た
大
関
に
君
臨
し
、

天
下
に
そ
の
名
を
轟
か
せ
ま
し
た
。

　

１
７
４
９
年
、
雲
右
エ
門
は
大
塚

村
（
現
在
の
安
来
市
大
塚
町
）
の
紺こ
う

屋や

の
長
男
と
し
て
生
ま
れ
、
４
歳
ま

で
普
通
の
身
長
で
し
た
が
、
急
に
大

き
く
な
り
だ
し
、
15
歳
の
と
き
す
で

に
６
尺
４
寸
５
分
（
１
９
５
㌢
）
も

あ
っ
た
と
い
い
ま
す
。
17
歳
の
頃
、

安
来
方
面
へ
相
撲
巡
業
に
来
た
大
阪

相
撲
の
頭
取
に
見
い
出
さ
れ
、
力
士

に
な
る
こ
と
を
決
意
。
か
の
有
名
な

雷ら
い

電で
ん

為た
め

右え

も

ん
衛
門
の
弟
子
と
な
り
大
鳥

井
雲
右
エ
門
と
名
付
け
ら
れ
大
阪
に

上
り
ま
し
た
。
そ
の
頃
の
雲
右
エ
門

は
す
で
に
７
尺
（
２
１
２
㌢
）
を
超

え
る
巨
体
だ
っ
た
そ
う
で
す
。日
々
、

け
い
こ
に
励
み
、
大
阪
相
撲
に
出
場

し
て
い
ま
し
た
が
、
も
と
も
と
優
し

い
性
格
で
迫
力
に
欠
け
、
取
組
に
な

る
と
コ
ロ
リ
コ
ロ
リ
と
負
け
て
い
ま

し
た
。

　

雲
右
エ
門
を
雇
っ
て
い
た
松
江
藩

釈
迦
ケ
嶽
雲
右
エ
門
没
後
２
４
０
周
年
記
念
事
業

隠
岐
の
海
関
が
安
来
に
来
訪

　

本
年
は
大
塚
町
出
身
の
大
力
士
・
釈
迦
ヶ
嶽
雲
右
エ
門
が
亡

く
な
り
２
４
０
年
の
節
目
を
迎
え
ま
す
。
郷
土
の
偉
大
な
力
士

を
顕
彰
を
す
る
た
め
、
大
塚
出
身
力
士
顕
彰
事
業
実
行
委
員
会

が
主
催
と
な
り
、
大
塚
町
で
３
月
25
日
・
26
日
、
隠
岐
の
島
町

出
身
の
関
脇
・
隠
岐
の
海
関
を
招
き
、
子
ど
も
相
撲
大
会
や
講

演
会
な
ど
が
催
さ
れ
ま
し
た
。

子
ど
も
相
撲
大
会

　

南
小
学
校
講
堂
に
作
ら
れ
た
土
俵

の
上
で
、
市
内
の
小
学
１
～
６
年
生

男
女
40
人
が
、
ま
わ
し
姿
で
競
い
合

い
ま
し
た
。

　

大
会
は
男
女
混
合
の
ト
ー
ナ
メ
ン

①

②③

①
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主
・
松
平
治は
る

郷さ
と

は
、
相
撲
が
弱
い
の

は
心
が
弱
い
た
め
だ
と
し
て
、
松
江

の
万
寿
寺
で
禅
の
修
行
に
つ
か
せ
ま

し
た
。
そ
し
て
禅
を
し
て
い
た
あ
る

日
、
雲
右
エ
門
は
「
私
は
誰
よ
り
も

大
き
く
、
誰
が
押
し
て
も
引
い
て
も

山
の
よ
う
に
決
し
て
動
か
な
い
日
本

一
の
男
だ
」
と
悟
っ
た
の
で
す
。
そ

れ
以
後
、
雲
右
エ
門
は
見
違
え
る
ほ

ど
強
く
な
り
、
大
阪
相
撲
で
は
、
も

は
や
適
う
も
の
は
い
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

１
７
７
０
年
に
江
戸
へ
出
る
と
同

時
に
、
し
こ
名
を
釈し
ゃ

迦か

ヶが

嶽た
け

に
変
え

ま
し
た
。
江
戸
の
初
土
俵
は
三
役
陣

を
は
じ
め
、
後
の
名
横
綱
・
谷
風
な

ど
の
強
豪
を
次
々
と
破
り
、
６
勝
１

分
の
好
成
績
で
優
勝
。
取
口
は
豪
快

き
わ
ま
る
も
の
で
巨
大
な
手
で
相
手

の
首
を
つ
か
ん
で
、
そ
の
ま
ま
つ
る

し
上
げ
て
土
俵
の
外
に
放
り
出
し
た

と
い
い
ま
す
。
当
時
の
巨
大
な
力
士

と
い
え
ば
足
腰
の
バ
ラ
ン
ス
が
悪

く
、
見
掛
け
倒
し
の
力
士
が
多
か
っ

た
の
で
す
が
、
雲
右
エ
門
は
見
か
け

に
た
が
わ
ぬ
強
さ
で
人
々
を
喜
ば
せ

ま
し
た
。

　

江
戸
大
相
撲
で
も
、
向
か
う
と
こ

ろ
敵
は
な
く
、
そ
の
大
き
な
巨
体
を

使
い
い
か
な
る
相
手
も
寄
せ
付
け
ず

当
時
の
最
高
位
で
あ
っ
た
大
関
や
関

脇
の
地
位
を
占
め
ま
し
た
。
す
い
星

の
よ
う
に
現
れ
た
雲
右
エ
門
は
、
江

戸
っ
子
た
ち
の
間
で
大
人
気
と
な

り
、
ど
こ
へ
行
っ
て
も
話
題
の
中
心

だ
っ
た
と
い
い
ま
す
。

　

そ
の
名
声
は
時
の
後ご

桃も
も

園ぞ
の

天
皇
の

耳
に
も
達
し
、
１
７
７
３
年
に
晴
れ

の
天
覧
相
撲
を
行
い
、「
天
下
一
の

力
士
」
と
の
御
言
葉
と
天
盃
を
賜
り

ま
し
た
。

　

し
か
し
、
い
い
時
期
は
長
く
は
続

き
ま
せ
ん
で
し
た
。
天
覧
相
撲
を

行
っ
た
年
の
10
月
場
所
を
休
場
す
る

と
、
翌
年
２
月
14
日
、
27
歳
の
若
さ

で
帰
ら
ぬ
人
と
な
っ
た
の
で
す
。

　

釈
迦
ケ
嶽
と
し
て
の
活
躍
は
、
４

年
４
場
所
（
優
勝
相
当
３
回
）
と
短

か
っ
た
の
で
す
が
、
江
戸
の
人
た
ち

に
与
え
た
イ
ン
パ
ク
ト
は
絶
大
で
し

た
。
ま
た
、
雲
右
エ
門
は
面
長
で
相

当
な
美
男
子
で
あ
っ
た
と
い
わ
れ
、

落
語
や
文
学
に
度
々
登
場
す
る
な

ど
、
ヒ
ー
ロ
ー
的
存
在
と
し
て
今
も

な
お
、
多
く
の
物
語
が
語

り
継
が
れ
て
い
ま
す
。

※
釈
迦
ケ
嶽
の
お
話
し
は

　

諸
説
あ
り
ま
す
。

ト
方
式
。
初
め
て
ま
わ
し
を
着
け
土

俵
に
た
っ
た
子
ど
も
た
ち
は
、
行
司

の
号
令
で
に
ら
み
合
う
と
、
元
気

い
っ
ぱ
い
に
ぶ
つ
か
り
合
い
、
白
熱

し
た
勝
負
を
繰
り
広
げ
ま
し
た
。
大

会
後
は
、
参
加
し
た
児
童
や
大
塚
保

育
所
の
園
児
と
、
隠
岐
の
海
関
と
の

取
り
組
み
が
あ
り
、
会
場
は
大
き
な

歓
声
に
包
ま
れ
ま
し
た
。

隠
岐
の
海
関
講
演
会

　

地
域
住
民
や
市
外
の
相
撲
フ
ァ
ン

な
ど
約
３
５
０
人
が
聴
講
。
力
士
に

な
っ
た
い
き
さ
つ
や
八
角
部
屋
で
の

日
常
な
ど
、
冗
談
を
交
え
な
が
ら
軽

快
な
ト
ー
ク
で
会
場
を
沸
か
せ
ま
し

た
。
隠
岐
の
海
関
は
、「
子
ど
も
は

無
限
の
可
能
性
が
あ
る
。
夢
を
決
め

た
ら
全
力
で
後
押
し
し
て
ほ
し
い
」

と
親
の
サ
ポ
ー
ト
が
夢
を
か
な
え
る

近
道
だ
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

①
夫
婦
で
市
長
を
表
敬
訪
問

②
女
の
子
も
奮
闘
！

③
優
勝
し
た
赤
江
小
６
年
（
当

時
）
佐
伯
賢
悟
く
ん

④
取
組
前
の
真
剣
な
ま
な
ざ
し

⑤
講
演
会
の
様
子

⑥
大
塚
町
内
で
行
わ
れ
た
顕
彰

式
（
26
日
）

⑦
白
熱
し
た
子
ど
も
相
撲

⑧
勝
負
を
見
守
る
観
客

隠岐の海関

④⑤⑥

⑦⑧
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■
集
団
が
ん
検
診
（
胃
が
ん
・
大
腸

が
ん
・
肺
が
ん
・
乳
が
ん
・
子
宮
頸け

い

が
ん
）

各
地
区
を
検
診
車
が
巡
回
し
ま
す
。

　

対
象
…
40
歳
以
上
（
子
宮
頸
が
ん

は
20
歳
以
上
）

※
乳
が
ん
…
昨
年
度
に
受
診
し
た
人

を
除
く
。

※
子
宮
頸
が
ん
…
平
成
25
・
26
年
度

に
受
診
し
た
人
は
、
そ
の
検
診
結
果

に
よ
り
、受
診
間
隔
が
異
な
り
ま
す
。

　

期
間
…
６
月
～
12
月

■
個
別
が
ん
検
診
（
大
腸
が
ん
、
子

宮
頸
が
ん
、
子
宮
体
が
ん
、
乳
が
ん
）

　

期
間
…
６
月
～
平
成
28
年
２
月

●
大
腸
が
ん
個
別
検
診

平
成
27
年
度
か
ら
指
定
医
療
機
関
で

の
個
別
検
診
が
始
ま
り
ま
す
。

　

対
象
…
40
歳
以
上

昨
年
度
40
歳
、
45
歳
、
50
歳
、
55

歳
、
60
歳
に
な
っ
た
人
は
、
無
料
で

受
診
で
き
る
ク
ー
ポ
ン
券
を
送
付
し

　

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
に
加
入
し
て
い
る
人

問
い
合
わ
せ
…
保
険
年
金
課
℡
23-

３
０
８
５

■
後
期
高
齢
者
健
康
診
査

　

対
象
…
昭
和
15
年
９
月
30
日
以
前

に
生
ま
れ
た
人
、
障
が
い
認
定
で
加

入
さ
れ
た
65
歳
以
上
の
人
。

　
平
成
27
年
度  

健
診
・
検
診
の
お
知
ら
せ

ま
す
。

●
乳
が
ん
個
別
検
診
（
視
触
診
、
マ

ン
モ
グ
ラ
フ
ィ
検
査
）

　

対
象
…
40
歳
以
上

※
昨
年
度
に
受
診
し
た
人
を
除
く
。

●
子
宮
頸
が
ん
検
診
・
子
宮
体
が
ん

個
別
検
診

　

対
象
…
20
歳
以
上　

（
た
だ
し
、
平
成
25
・
26
年
度
に
受

診
し
た
人
は
、
そ
の
検
診
結
果
に
よ

り
、
受
診
間
隔
が
異
な
り
ま
す
）

■
肝
炎
ウ
イ
ル
ス
検
診
（
Ｂ
・
Ｃ
型

肝
炎
ウ
イ
ル
ス
血
液
検
査
）

　

対
象
…
40
歳
以
上
の
人
で
今
ま
で

に
Ｂ
・
Ｃ
型
肝
炎
ウ
イ
ル
ス
血
液
検

査
を
受
け
た
こ
と
の
な
い
人

　

期
間
…
７
月
～
平
成
28
年
１
月

生
活
習
慣
病
や
が
ん
の
早
期
発
見
・
早
期
治
療
の

た
め
に
も
、
定
期
的
に
受
け
ま
し
ょ
う
。

　

安
来
市
国
民
健
康
保
険
に
加
入
し
て
い
る
人  　

　
　
　
　
　
　
　

問
い
合
わ
せ
…
保
険
年
金
課
℡
23-

３
０
８
４

■
特
定
健
康
診
査

　

対
象
…
昭
和
15
年
10
月
１
日
～
昭

和
51
年
３
月
31
日
に
生
ま
れ
た
人
。

　

期
間
…
７
月
～
10
月

■
特
定
保
健
指
導

　

対
象
…
特
定
健
康
診
査
で
メ
タ
ボ

リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
の
該
当
者
ま

た
は
、
予
備
群
と
診
断
さ
れ
た
人
。

　

期
間
…
７
月
～
（
医
療
機
関
な
ど

で
の
個
別
・
集
団
指
導
）

①
ミ
ニ
ド
ッ
ク
（
定
員
３
０
０
人
）

　

特
定
健
康
診
査
と
各
種
が
ん
検
診

が
セ
ッ
ト
。

　

対
象
…
昭
和
15
年
10
月
１
日
～
昭

和
51
年
３
月
31
日
に
生
ま
れ
た
人
。

　

※
平
成
25
・
26
年
度
中
に
受
診
し

た
人
を
除
く
。

期
間
…
７
月
～
平
成
28
年
１
月

申
込
受
付
…
７
月
１
日
㈬
か
ら
受
付

開
始
。（
先
着
順
）

※
持
ち
物
…
印
鑑
、
安
来
市

国
民
健
康
保
険
被
保
険
者
証
、
６
月

下
旬
に
お
送
り
す
る
特
定
健
康
診
査

受
診
券

②
脳
健
診
（
定
員
２
０
０
人
）　

対
象
…
昭
和
15
年
４
月
１
日
～
昭
和

51
年
３
月
31
日
に
生
ま
れ
た
人
。

※
平
成
26
年
度
中
に
受
診
し
た
人
を

除
く
。

　

期
間
…
６
月
～
平
成
28
年
１
月

　

申
込
受
付
…
６
月
１
日
㈪
か
ら
受

付
開
始
。（
先
着
順
）

※
持
ち
物
…
安
来
市
国
民
健
康
保
険

被
保
険
者
証

①
②
申
込
先
…
保
険
年
金
課
③
窓
口

（
安
来
庁
舎
）、い
き
い
き
健
康
課（
広

瀬
保
健
セ
ン
タ
ー
）、
伯
太
地
域
セ

ン
タ
ー
（
伯
太
庁
舎
）

　

※
病
院
・
施
設
等
に
入
院
・
入
所

し
て
い
る
人
、
生
活
習
慣
病
で
受
診

し
て
い
る
人
を
除
く
。

　

期
間
…
９
月
～
11
月

　

安
来
市
民
で
職
場
な
ど
で
検
診
機
会
の
な
い
人

問
い
合
わ
せ
…
い
き
い
き
健
康
課
℡
23-

３
２
２
０
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平
成
27
年
度
の
接
種
対
象
者

①
平
成
27
年
度
（
４
月
１
日
～
平
成

28
年
３
月
31
日
）
に
次
の
年
齢
と
な

る
人（
対
象
者
に
は
個
人
通
知
あ
り
）

対
象
年
齢
…
65
歳
、
70
歳
、
75
歳
、
80

歳
、
85
歳
、
90
歳
、
95
歳
、
１
０
０
歳

②
接
種
当
日
60
歳
～
64
歳
の
人
で
、

心
臓
、
腎
臓
、
呼
吸
器
の
機
能
、
ヒ

ト
免
疫
不
全
ウ
イ
ル
ス
に
よ
る
免
疫

の
機
能
に
障
が
い
を
有
す
る
人

接
種
期
間　

４
月
１
日
～
平
成
28
年

３
月
31
日(

休
診
日
を
除
く)

接
種
回
数　

１
回

接
種
方
法　

希
望
さ
れ
る
人
は
、
各

医
療
機
関
に
予
約
し
て
接
種
。

持
ち
物　

予
診
票(

個
人
通
知
に
同

封)

、
健
康
保
険
証

自
己
負
担
額　

３
０
０
０
円
（
医
療

機
関
な
ど
の
窓
口
で
支
払
い
）

※
生
活
保
護
世
帯
、
市
民
税
非
課
税

世
帯(

世
帯
全
員)

の
人
は
、
事
前

の
申
請
に
よ
り
負
担
金
を
免
除
。
い

き
い
き
健
康
課
（
広
瀬
保
健
セ
ン

タ
ー
）、
市
民
課
④
窓
口
（
安
来
庁

舎
）、
伯
太
地
域
セ
ン
タ
ー
（
伯
太

庁
舎
）
に
、
本
人
確
認
の
で
き
る
も

の
（
健
康
保
険
証
、運
転
免
許
証
等
）

と
印
鑑
を
持
っ
て
申
請
し
て
く
だ
さ

い
。

接
種
す
る
こ
と
が
で
き
る
医
療
機
関

日
立
記
念
病
院
、
安
来
第
一
病
院
、

家
族
・
絆
の
吉
岡
医
院
、
渡
部
医
院
、

野
坂
医
院
、
吉
田
医
院
、
森
脇
医
院
、

麦
谷
内
科
ク
リ
ニ
ッ
ク
、
金
藤
内
科

小
児
科
医
院
、白
根
整
形
外
科
医
院
、

杉
原
医
院
・
杉
原
医
院
大
塚
分
院
、

杉
原
ク
リ
ニ
ッ
ク
、
朝
山
医
院
、
河

村
医
院
、
安
来
市
立
病
院
、
安
来
市

医
師
会
病
院
、
村
上
医
院
・
村
上
医

院
安
田
出
張
所
、
常
松
医
院
井
尻
分

院
・
赤
屋
分
院
、
加
藤
医
院
、
千
原

医
院

■
問
い
合
わ
せ

　

い
き
い
き
健
康
課

　

℡
23-

３
２
２
０

　

肺
炎
は
、
日
本
人
の
死
因
の
第
３
位
で
あ
り
、
死
亡
者
の
95
％
以
上
が
、

65
歳
以
上
の
人
で
す
。
日
本
で
か
か
る
肺
炎
の
原
因
菌
と
し
て
最
も
多
い
の

は
肺
炎
球
菌
で
す
。
ぜ
ひ
、
予
防
接
種
を
受
け
ま
し
ょ
う
。

平
成
26
年
10
月
か
ら
定
期
接
種
に
！

高
齢
者
肺
炎
球
菌
感
染
症
の
予
防
接
種
を
受
け
ま
し
ょ
う

℡３７-００５０

西太后秘録� ユン・チアン
包丁入門� 加島健一
漂流郵便局� 久保田沙耶
健さんからの手紙� 近藤勝重
絶唱� 湊かなえ
透明カメレオン� 道尾秀介
ゆるい生活� 群ようこ
〈お子さんのほん〉

かぐや姫のおとうと�広瀬寿子
こぶたのピクルス� 小風さち
あまねく神竜住まう国 
� 荻原規子
踊る光� トンケ・ドラフト
まるてんいろてん� 中辻悦子

●そのほかの新着図書情報は…http://www.city.yasugi.shimane.jp/tosyo/

℡３２-４４５５

珈琲店タレーランの事件簿 4
� 岡崎琢磨
名残の桜� 稲葉稔
子どもの脳は「朝ごはん」で
決まる� 小山浩子
ありがとうは僕の耳にこだま
する� 東田直樹
今、はじめよう！新しい防災
教育� 渡邉正樹
〈お子さんのほん〉

よるです�ザ・キャビンカンパニー
うそ� ミロコマチコ
だいすき、でも、ひみつ
� 村上康成

℡２２-２５７４

学園天国� 五十嵐貴久
森女と一休� 町田宗鳳
嗤う淑女� 中山七里
叛徒� 下村敦史
森に願いを� 乾ルカ
千日のマリア� 小池真理子
お葬式� 遠田潤子
無銭横町� 西村賢太
〈お子さんのほん〉

す～べりだい� 鈴木のりたけ
にわとりとたまご� イエラ・マリ  
そつぎょう� 松本猛  
詩の楽しみ� 吉野弘
きみ江さん� 片野田斉
ドン・キホーテ� セルバンテス

図書館からのお知らせ

 
新着図書紹介

安来市立図書館安来市立図書館 はくた図書館はくた図書館 ひろせ図書館ひろせ図書館
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平成27年度　安来市一般会計予算
予算額は、２７７億７，０００万円（対前年度比 33 億 4,000 万円増）

　

　

市
税
は
法
人
市
民
税
等
の
増
額
等
に
よ
り
対
前

年
度
比
０
・
１
％
の
増
、
市
債
は
安
来
庁
舎
建
設

事
業
や
市
民
会
館
（
仮
称
）
建
設
事
業
等
の
投
資

的
経
費
の
増
額
に
伴
い
34
・
２
％
の
増
、
県
支
出

金
は
中
海
ふ
れ
あ
い
公
園
整
備
交
付
金
等
の
増
額

に
伴
い
79
・
８
％
の
増
と
な
り
ま
し
た
。

　平成 27 年度の一般会計予算が決まりましたので、その概要と主要施策を
お知らせします。本予算は、中期財政計画に基づき、事業の目的や効果の明
確な事業を最優先に予算編成を行いました。

　

消
防
費
は
、
消
防
庁
舎
建
設
事
業
の
完
了

に
よ
り
対
前
年
度
比
66
・
9
％
の
減
、
土
木

費
は
中
海
ふ
れ
あ
い
公
園
整
備
事
業
等
に
よ

り
54
・
2
％
の
増
、教
育
費
は
市
民
会
館
（
仮

称
）
建
設
事
業
、
給
食
セ
ン
タ
ー
建
設
事
業

等
に
よ
り
49
・
7
％
の
増
と
な
り
ま
し
た
。

※（　）は歳出内の構成比を示しています。

※（　）は歳入内の構成比を示しています。

　区　分　　　　予算額　対前年度比　　20 億円　40 億円　60 億円　80 億円歳 出

歳 入 　区　分　　　　予算額　対前年度比　　20 億円　40 億円　60 億円　80 億円

自 

主 

財 

源

市税 48.6 億円 0.1％ （17.5％）

分担負担金 1.6 億円 △ 52.1％ （0.6％）

使用手数料 6.4 億円 35.3％ （2.3％）

財産収入 0.3 億円 △ 23.6％ （0.1％）

繰入金 7.2 億円 18.9％ （2.6％）
諸収入等 5.5 億円 10.7％ （2.0％）

依 
存 
財 

源

地方譲与税 2.2 億円 △ 8.3％ （0.8％）

地方交付税 89.8 億円 0.9％ （32.3％）

国庫支出金 23.4 億円 10.4％ （8.4％）

県支出金 25.7 億円 79.8％ （9.3％）

交付金等 7.1 億円 51.3％ （2.5％）

市債 59.9 億円 34.2％ （21.6％）

議会費 2.1 億円 1.0％ （0.8％）
総務費 32.9 億円 30.3％ （11.8％）
民生費 65.7 億円 1.5％ （23.6％）
衛生費 20.2 億円 2.3％ （7.3％）
労働費 1.6 億円 1.6％ （0.6％）
農林水産業費 14.6 億円 17.0％ （5.2％）
商工費 8.5 億円 6.3％ （3.1％）
土木費 32.6 億円 54.2％ （11.7％）
消防費 7.6 億円 △ 66.9％ （2.7％）
教育費 41.0 億円 49.7％ （14.8％）
災害復旧費 0.9 億円 6.2％ （0.3％）
公債費 36.8 億円 0.8％ （13.3％）
諸支出金等 13.2 億円 667.4％ （4.8％）

  公債費のうち
元金 33.4 億円
利子   3.4 億円
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平成２７年度予算総括表
特別会計を含めた全予算額は、４３４億３，６８６万円（対前年度比 13.0％の増）

会　計　名 平成 27 年度予算額 対前年度増減

　一　般　会　計 ２７７億７，０００万円 ３３億４，０００万円 （13.7％）

特　

別　

会　

計

国民健康保険事業特別会計 ５４億８，０００万円 ６億２，０００万円 （12.8％）

後期高齢者医療事業特別会計 ９億８，３００万円 △１，８００万円 （△ 1.8％）

介 護 保 険 事 業 特 別 会 計 ４７億７，５００万円 ２億８，１００万円 （6.3％）

電 気 事 業 特 別 会 計 ２億３，１００万円 １億　  ９００万円 （89.3％）

下 水 道 事 業 特 別 会 計 ３２億６，０００万円 ４億７，５００万円 （17.1％）

簡 易 水 道 事 業 特 別 会 計 ９億３，７００万円 １億８，０００万円 （23.8％）

母 里 財 産 区 特 別 会 計 ６０万円 △１０万円 （△ 14.3％）

井 尻 財 産 区 特 別 会 計 １５万円 ０万円 （0.0％）

赤 屋 財 産 区 特 別 会 計 １１万円 △１万円 （△ 8.3％）

合　　計 ４３４億３，６８６万円 ４９億８，６８９万円 （13.0％）

■特別会計事業…保険料や使用料などの特定の収入により、市民の健康を守ったり、
住環境の整備をしたりする特定の事業は、一般会計とは別に特別会計の枠組みで運
営しています。

市民一人当たりに使われるお金は　６６３，７８３円
・・・その使いみちは？

衛生費 総務費 土木費 公債費など 民生費
予防接種、各種検診、
ごみ処理など

税 金、 防 災、 庁 舎
管理、選挙など

道 路 の 整 備・ 補 修、
市営住宅の修繕など

借入金の元金・利子
の返済など

高齢者・障がい者
福祉対策、児童対
策など

48,340 円 78,516 円 77,834 円 119,652 円 157,032 円

議会費 商工費 消防費 農林水産業費など 教育費
労働費
災害復旧費

商工業・観光・特産
品振興など

火災、救急、防災、
消防団など

農業、林業、畜産、
農林道整備など

小中学校・幼稚園・
交流センター・図
書館の運営など

11,007 円 20,356 円 18,087 円 34,889 円 98,070 円

●
問
い
合
わ
せ　

財
政
課　

℡
23-

３
０
２
５
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平
成
27
年
度

一
般
会
計
予
算
の

　
　
　
　
主
要
施
策

　

平
成
26
年
度
補
正
予
算
実
施
事
業
を
含
ん
だ
一
例
を
紹
介
し
ま
す

人
口
対
策
事
業

　

人
口
対
策
に
重
要
な
「
雇
用
・
住

居
・
育
児
・
教
育
・
生
き
が
い
」
の

５
分
野
に
有
効
か
つ
重
点
的
に
取
り

組
む
た
め
、各
分
野
に
共
通
す
る「
横

串
」
と
な
る
４
つ
の
基
本
戦
略
を
設

定
し
事
業
を
行
い
ま
す
。

①
女
性
に
魅
力
あ
る
ま
ち
戦
略

②
目
指
せ
出
生
率
ア
ッ
プ
！
戦
略

③
住
み
た
い
ま
ち
な
か
戦
略

④
中
山
間
地
域
元
気
い
き
い
き
戦
略

《
４
つ
の
戦
略
の
取
組
み
の
一
例
》

●
子
育
て
マ
マ
応
援
事
業

２
４
０
万
円

　

子
育
て
支
援
専
用
サ
イ
ト
を
立
ち

上
げ
、
マ
マ
友
サ
ー
ク
ル
の
拡
大
な

ど
子
育
て
の
支
援
を
行
い
ま
す
。

●
３
世
代
世
帯
定
住
促
進
事
業

１
２
５
０
万
円

　

３
世
代
で
の
子
育
て
環
境
を
整
備

す
る
た
め
、
住
宅
の
新
築
・
取
得
・

増
改
築
等
へ
の
補
助
を
行
い
ま
す
。

●
定
住
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
事
業

５
０
０
万
円

　

相
談
員
を
配
置
す
る
と
と
も
に
、

関
係
機
関
と
の
連
携
を
図
る
連
絡
会

議
を
設
置
し
、
仕
事
や
住
ま
い
の
問

題
な
ど
生
活
に
関
す
る
き
め
細
か
な

支
援
を
行
い
、
定
住
窓
口
の
ワ
ン
ス

ト
ッ
プ
化
を
図
り
ま
す
。

●
農
山
村
漁
村
活
性
化
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
支
援
交
付
金
事
業

３
２
３
８
万
円

　

安
来
地
区
農
業
活
性
化
計
画
に
基

づ
き
、
農
業
協
同
組
合
が
行
う
リ
ー

ス
方
式
の
園
芸
施
設
整
備
を
支
援

し
、
重
点
品
目
の
産
地
化
を
進
め
ま

す
。

参
加
と
交
流
の
ま
ち
づ
く
り

●
安
来
庁
舎
建
設
事
業

８
億
９
２
７
０
万
円

　

安
来
庁
舎
の
建
築
工
事
を
行
い
ま

す
。

●
防
災
公
園
整
備
事
業

１
億
２
２
３
０
万
円

　

市
民
会
館
を
解
体
し
、
跡
地
を
防

災
公
園
（
防
災
棟
、
防
災
広
場
）
と

し
て
整
備
し
ま
す
。

●
各
庁
舎
部
署
再

配
置
事
業

８
３
４
０
万
円

　

広
瀬
庁
舎
と
広
瀬
保
健
セ
ン
タ
ー

を
教
育
・
文
化
・
保
健
・
医
療
・
福

祉
の
拠
点
と
し
、
ま
た
伯
太
庁
舎
を

建
設
関
係
部
門
の
拠
点
と
す
る
た

め
、
土
地
の
購
入
、
建
物
の
改
修
、

移
転
業
務
等
を
行
い
ま
す
。

多
彩
な
魅
力
と
創
造
力
豊
か

な
ま
ち
づ
く
り

●
林
業
活
性
化
事
業１

２
０
０
万
円

　

市
産
木
材
の
生
産
量
を
増
や
す
と

と
も
に
、
バ
イ
オ
マ
ス
発
電
所
等
で

使
用
す
る
チ
ッ
プ
供
給
な
ど
、
市
内

の
森
林
資
源
を
有
効
活
用
し
て
林
業

の
活
性
化
を
図
る
た
め
、
高
性
能
林

業
機
械
の
導
入
お
よ
び
木
材
の
搬
出

経
費
に
対
す
る
補
助
を
行
い
ま
す
。

●
「
よ
う
こ
そ
や
す
ぎ
へ
」
お
も

て
な
し
観
光
誘
客
推
進
事
業

１
７
１
０
万
円

　

国
の
地
域
お
こ
し
協
力
隊
制
度
を

21棟のハウスへ補助を予定。
（イメージ）
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幹
シ
ス
テ
ム
の
社
会
保
障
・
税
番
号

制
度
へ
の
対
応
を
行
い
ま
す
。

●
和
田
南
土
地
区
画
整
理
事
業

６
７
１
４
万
円

　

健
全
で
秩
序
あ
る
計
画
的
な
都
市

の
発
展
、
適
正
な
土
地
利
用
を
図
る

た
め
、
現
状
や
将
来
都
市
像
の
把
握

な
ど
課
題
整
理
、
土
地
利
用
規
制
対

策
等
に
関
す
る
事
業
を
行
い
ま
す
。

地
域
の
中
で
支
え
あ
う
安
心

の
ま
ち
づ
く
り

●
乳
幼
児
医
療
費
助
成
事
業

１
億
１
２
０
０
万
円

　

乳
幼
児
等
が
安
心
し
て
医
療
に
か

か
る
こ
と
が
で
き
る
環
境
づ
く
り
の

た
め
、
県
の
医
療
費
助
成
制
度
に
加

え
、
従
来
か
ら
行
っ
て
い
る
市
の
単

独
助
成
を
小
学
４
～
６
年
生
も
対
象

と
な
る
よ
う
に
拡
充
し
、
保
護
者
の

経
済
的
負
担
の
軽
減
を
図
り
ま
す
。

●
生
活
困
窮
者
自
立
支
援
事
業

１
４
３
０
万
円

  

経
済
的
に
困
窮
し
、
最
低
限
度
の

生
活
を
維
持
す
る
こ
と
が
で
き
な
い

お
そ
れ
が
あ
る
人
に
対
し
、
早
期
の

平成 27 年度一般会計予算

を
安
定
的
に
行
う
た
め
給
食
セ
ン

タ
ー
を
建
設
し
ま
す
。
12
月
に
完
成

し
、
平
成
28
年
４
月
か
ら
供
用
を
開

始
す
る
予
定
で
す
。

●
史
跡
富
田
城
跡
整
備
事
業

１
億
７
１
０
万
円

　

観
光
客
等
来
訪
者
の
利
便
性
の
向

上
を
図
る
た
め
、
月
山
富
田
城
周
辺

施
設
の
修
繕
等
を
行
い
ま
す
。
27
年

度
は
山
頂
部
伐
採
、
馬
乗
馬
場
地
区

整
備
等
の
実
施
設
計
と
整
備
工
事
を

一
部
施
工
し
ま
す
。
５
年
間
で
計
画

的
な
整
備
を
図
り
ま
す
。

●
小
中
学
校
エ
ア
コ
ン
整
備
事
業

４
５
５
０
万
円

　

市
内
小
中
学
校
の
普
通
教
室
に
エ

ア
コ
ン
を
設
置
し
、
児
童
生
徒
の
学

習
環
境
の
改
善
を
図
り
ま
す
。
３
年

間
で
市
内
の
全
小
中
学
校
22
校
に
設

置
し
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ

・
財
政
課

　

℡
23
‐
３
０
２
５

・
定
住
企
画
課

　

℡
23
‐
３
０
５
９

活
用
し
、
安
来
市
観
光
振
興
プ
ラ
ン

に
基
づ
く
各
種
事
業
や
地
域
資
源
を

活
用
し
た
イ
ベ
ン
ト
な
ど
の
企
画
立

案
・
情
報
発
信
を
推
進
し
ま
す
。
ま

た
、
月
山
富
田
城
の
整
備
に
併
せ
、

受
け
入
れ
環
境
の
充
実
と
各
種
情
報

発
信
を
実
施
し
誘
客
推
進
を
図
り
ま

す
。

み
ん
な
が
住
み
よ
い
快
適
環

境
の
ま
ち
づ
く
り

●
中
海
ふ
れ
あ
い
公
園
整
備
事
業

億
１
７
０
０
万
円

　

国
道
９
号
や
山
陰
道
へ
の
ア
ク
セ

ス
が
良
い
中
海
ふ
れ
あ
い
公
園
（
仮

称
）
の
整
備
を
行
い
ま
す
。

●
道
路
・
交
通
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
整

備
事
業　

 　

 

６
億
４
８
１
０
万
円

　

安
来
港
飯
島
線
、
山
根
１
号
線
、

沢
吉
岡
線
、
木
戸
川
東
線
、
下
ノ
原

２
号
線
、
中
島
津
田
平
線
、
本
町
御

笠
線
な
ど
の
路
線
に
つ
い
て
道
路
改

良
事
業
を
行
い
ま
す
。

●
社
会
保
障
・
税
番
号
制
度
シ
ス

テ
ム
整
備
事
業　

７
６
５
３
万
円

　

住
民
基
本
台
帳
シ
ス
テ
ム
な
ど
基

11

支
援
と
自
立
の
促
進
を
図
り
ま
す
。

●
児
童
ク
ラ
ブ
建
設
事
業

５
２
６
０
万
円

　

母
里
お
よ
び
南
放
課
後
児
童
ク
ラ

ブ
の
建
設
を
行
い
ま
す
。

ひ
と
が
輝
く
活
力
発
揮
の
ま

ち
づ
く
り

●
市
民
会
館
建
設
事
業

億
５
６
０
０
万
円

　

現
在
の
市
民
会
館
は
老
朽
化
が
進

ん
だ
た
め
解
体
し
、
切
川
地
区
に
お

い
て
給
食
セ
ン
タ
ー
と
併
せ
移
転
新

築
を
行
い
ま
す
。　

年
度
は
建
設
、

造
成
、
給
水
管
・
汚
水
管か

ん

渠き
ょ

工
事
等

を
行
い
ま
す
。

●
給
食
セ
ン
タ
ー
建
設
事
業

６
億
１
１
０
０
万
円

　
「
安
全
で
安
心
な
給
食
の
提
供
」

建設が進む給食センター。

16
27
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マ
イ
ナ
ン
バ
ー
Ｑ
＆
Ａ

■
番
号
は
い
つ
、
ど
の
よ
う

に
通
知
さ
れ
ま
す
か
？

　

今
年
10
月
以
降
、
住
民
票

を
有
す
る
一
人
一
人
に
12
桁

の
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
が
通
知
さ

れ
ま
す
。
中
長
期
在
留
者
や

特
別
永
住
者
な
ど
の
外
国
人

も
対
象
で
す
。
住
民
票
の
住

所
あ
て
に
「
通
知
カ
ー
ド
」

が
送
付
さ
れ
ま
す
の
で
、
住

民
票
の
住
所
と
異
な
る
所
に

お
住
ま
い
の
人
は
、
お
住
ま

い
の
市
町
村
に
住
民
票
の
異

動
を
お
願
い
し
ま
す
。

■
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
は
い
つ
必

要
な
の
？

　

平
成
28
年
１
月
以
降
、
順

次
、
社
会
保
障
、
税
、
災
害

対
策
な
ど
の
行
政
手
続
で
マ

イ
ナ
ン
バ
ー
が
必
要
に
な
り

ま
す
。
例
え
ば
、

・
年
金
を
受
給
す
る
際
、
年

金
事
務
所
に
提
示

・
児
童
手
当
の
現
況
届
を
出

す
と
き
に
市
町
村
に
提
示

・
所
得
税
及
び
復
興
特
別
所

得
税
の
確
定
申
告
時
に
税
務

署
に
提
示

・
税
や
社
会
保
障
の
手
続
き

で
勤
務
先
や
金
融
機
関
に
提

示と
い
っ
た
場
面
で
利
用
す
る

こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
は
、
法
律

や
自
治
体
の
条
例
で
定
め
ら

れ
た
行
政
手
続
き
で
し
か
使

用
は
で
き
ま
せ
ん
。
情
報
提

供
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
シ
ス
テ
ム

を
通
じ
た
各
機
関
の
間
の
情

報
連
携
は
、
国
は
平
成
29
年

１
月
以
降
、
地
方
公
共
団
体

は
平
成
29
年
７
月
以
降
に
順

次
始
ま
り
ま
す
。
情
報
連
携

に
よ
り
、
申
請
時
の
課
税
証

明
書
等
の
添
付
の
省
略
な

ど
、
負
担
軽
減
・
利
便
性
の

向
上
が
実
現
し
ま
す
。

■
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
を
他
人
に

提
供
し
て
も
よ
い
か
？

　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
は
、
法
律

で
定
め
ら
れ
た
目
的
以
外
に

他
人
に
提
供
す
る
こ
と
は
で

き
ま
せ
ん
。
他
人
の
マ
イ
ナ

処
罰
の
対
象
に
な
り
ま
す
。

■
個
人
情
報
が
一
元
管
理
さ

れ
、
外
部
に
漏
れ
る
お
そ
れ

は
あ
り
ま
せ
ん
か
？

　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
を
安
心
・

安
全
に
利
用
し
て
い
た
だ
く

た
め
、
個
人
情
報
を
保
護
す

る
措
置
を
講
じ
て
い
ま
す
。

①
法
律
に
規
定
が
あ
る
も
の

を
除
き
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
を

含
む
個
人
情
報
の
収
集
や
保

管
は
禁
止
し
て
い
ま
す
。
ま

た
、
特
定
個
人
情
報
保
護
委

員
会
と
い
う
第
三
者
機
関
が

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
が
適
切
に
管

理
さ
れ
て
い
る
か
監
視
・
監

督
し
ま
す
。
法
律
に
違
反
し

た
場
合
の
罰
則
も
、
従
来
よ

り
重
く
な
っ
て
い
ま
す
。

②
個
人
情
報
を
一
元
管
理
せ

ず
、
従
来
通
り
、
年
金
の
情

報
は
年
金
事
務
所
、
税
の
情

報
は
税
務
署
と
い
っ
た
よ
う

に
分
散
し
て
管
理
し
ま
す
。

マイナンバー制度が
始まります

10 月から一人一人に 12 桁の

マイナンバーをお届け！

　社会保障・税番号制度（マイナンバー制度）は、住民票を有するす
べての国民に１人１つの番号を付して、社会保障、税、災害対策の分
野で効率的に情報を管理し、複数の機関に存在する個人の情報が同一
人の情報であることを確認するために活用する制度です。
　マイナンバー（個人番号）は一生使うものです。大切に管理してく
ださい。

ン
バ
ー
を
不
正
に
入

手
し
た
り
、
不
当
に

提
供
し
た
り
す
る
と

マイナンバー制度
平成 28年 1月から利用開始
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ま
た
、
行
政
機
関
の
間
で
の

情
報
の
や
り
と
り
は
、
マ
イ

ナ
ン
バ
ー
を
直
接
使
わ
ず
、

シ
ス
テ
ム
に
ア
ク
セ
ス
で
き

る
人
を
制
限
し
、
通
信
す
る

場
合
は
暗
号
化
を
行
い
ま

す
。

■
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
か
ら
閲

覧
で
き
る
の
？

　

平
成
29
年
１
月
か
ら
マ

イ
・
ポ
ー
タ
ル
（
情
報
提
供

等
記
録
開
示
シ
ス
テ
ム
の
仮

称
）
で
、
自
分
の
個
人
情
報

を
い
つ
、
誰
が
、
な
ぜ
や
り

と
り
し
た
の
か
、
記
録
を
確

認
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

手続きがスムーズで正確に
行政の効率化

面倒な手続きが簡単に
国民の利便性の向上

　添付書類の削減など、行政手
続きが簡素化され、国民の負担
が軽減します。行政機関が持っ
ている自分の情報の確認や、行
政機関から様々なサービスのお
知らせを受け取ることもできま
す。

不正受給の防止
公平･公正な社会の実現

　所得や行政サービスの受給
状況を把握しやすくなり、負
担を不当に免れたり、給付を
不正に受けたりすることを防
止するほか、本当に困ってい
る人にきめ細かな支援を行え
るようになります。

　行政機関や地方公共団体など
で、様々な情報の照合、転記、
入力などに要している時間や労
力が大幅に削減されます。複数
の業務間で連携が進み、手続き
が正確でスムーズになります。

１

　

２

　

３

　

個
人
番
号
カ
ー
ド
は
、
平
成
28
年
１
月
以
降
、
市
に
申

請
す
る
と
交
付
さ
れ
ま
す
。
表
面
に
氏
名
、
住
所
、
生
年

月
日
、
性
別
と
本
人
の
顔
写
真
が
表
示
さ
れ
、
裏
面
に
マ

イ
ナ
ン
バ
ー
が
記
載
さ
れ
ま
す
。
個
人
番
号
カ
ー
ド
は
、

身
分
証
明
書
や
、地
方
公
共
団
体
の
サ
ー
ビ
ス
を
は
じ
め
、

ｅ-

Ｔ
Ａ
Ｘ
、
各
種
電
子
申
請
な
ど
に
使
用
で
き
ま
す
。

　

カ
ー
ド
に
搭
載
さ
れ
る
Ｉ
Ｃ
チ
ッ
プ
に
は
、
所
得
の
情

報
や
病
気
の
履
歴
な
ど
の
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
性
の
高
い
個
人

情
報
は
記
録
さ
れ
ま
せ
ん
。
そ
の
た
め
、
個
人
番
号
カ
ー

ド
か
ら
全
て
の
個
人
情
報
が
分
か
っ
て
し
ま
う
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
ま
た
、
法
律
で

認
め
ら
れ
た
場
合
を
除
き
、
裏
面
を
コ
ピ
ー
す
る
こ
と
は
法
律
違
反
に
な
り
ま
す
。

マイナンバー制度による３つのメリット

個人番号カードを交付します※
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
の
詳
細
は
、
内
閣
官
房
の
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
ま
た
は
、
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
は
未
確
定
の
事
柄
も
あ
り
、
適
宜
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ
・
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
℡
０
５
７
０-

20-

０
１
７
８

　
　
　
　
　
　

・
定
住
企
画
課　

℡
23-
３
０
６
０

実施の流れ

平成27年10月～
・マイナンバー通知
カードを住民票の
住所へ送付開始

平成28年1月～
・社会保障・税・災
害対策の手続きで
マイナンバーの利
用が可能。

・申請者に個人番号
カードを交付

平成29年1月～
・国の行政機関の間
で情報連携を開始

平成29年7月～
・地方公共団体を含
めた、情報連携を
開始

（裏面）

個人番号カード
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市
職
員
の
人
事
異
動
・

　
　
組
織
機
構
の
変
更

　
４
月
１
日
付
で
、
市
の
組
織
機
構
の
変
更
と
、
職
員
の

人
事
異
動
を
行
い
ま
し
た
の
で
、
３
月
31
日
付
の
退
職
者

と
あ
わ
せ
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　

概
　
要

■ 

異
動
総
数

①
４
月
１
日
付　

２
０
３
人

（
市
立
病
院
を
含
む
）　

【
内
訳
】
▽
部
長
級
…
11
人　
（
う
ち

昇
任
９
人
）　

▽
課
長
級
…
17
人（
う

ち
昇
任
８
人
）　

▽
係
長
…
53
人　

▽
そ
の
他
…
91
人　

▽
採
用
…
22
人

▽
再
任
用
…
９
人

②
３
月
31
日
付
退
職
者　

19
人

■ 

組
織
機
構
の
変
更

▽
「
セ
ク
シ
ョ
ン
」
を
「
係
」
に
、「
セ

ク
シ
ョ
ン
リ
ー
ダ
ー
」
を
「
係
長
」

に
改
め
ま
す
。
係
の
名
称
は
、
簡
素

で
わ
か
り
易
い
名
称
と
し
ま
す
。

▽
高
齢
者
安
心
課
の
高
齢
者
福
祉
係

を
福
祉
課
へ
移
管
し
ま
す
。

▽
高
齢
者
安
心
課
の
名
称
を
介
護
保

険
課
に
改
め
ま
す
。

▽
保
険
年
金
課
の
国
保
保
健
業
務
を

い
き
い
き
健
康
課
へ
移
管
し
ま
す
。

▽
就
学
前
児
童
と
就
学
後
児
童
の
担

当
部
署
を
整
理
し
、
教
育
総
務
課
の

幼
稚
園
に
係
る
運
営
管
理
を
、
こ
ど

も
未
来
課
へ
、
子
ど
も
未
来
課
の
放

課
後
児
童
ク
ラ
ブ
業
務
を
教
育
総
務

課
へ
移
管
し
ま
す
。

▽
環
境
政
策
課
は
４
係
（
政
策
・
環

境
・
業
務
・
管
理
）
の
業
務
を
再
配

分
し
３
係
（
政
策
・
業
務
・
管
理
）

と
し
ま
す
。

▽
下
水
道
課
は
、
４
係
（
管
理
・
計

画
・
公
共
維
持
・
農
業
維
持
）
の
業

務
を
再
配
分
し
３
係
（
管
理
・
計
画
・

維
持
）
と
し
ま
す
。

▽
農
林
整
備
課
は
、
土
地
改
良
係
を

設
け
、
２
係
と
し
ま
す
。

▽
都
市
計
画
課
の
中
海
振
興
（
ふ
れ

室
長
）
横
田
一
道

■ 

広
瀬
地
域
セ
ン
タ
ー

●
課
長
級　

▽
セ
ン
タ
ー
主
査
総
務

係
長
（
市
立
病
院
地
域
医
療
部
次
長

（兼）
地
域
連
携
室
長
）
岩
田
泰
斉

■ 

伯
太
地
域
セ
ン
タ
ー

●
部
長
級　

▽
セ
ン
タ
ー
長
（兼）
セ
ン

タ
ー
次
長
（
教
育
委
員
会
事
務
局
教

育
次
長
）
太
田
健
司

●
課
長
級　

▽
セ
ン
タ
ー
主
査
地
域

支
援
係
長
（
農
林
振
興
課
主
査
林
業

振
興
SL
）
妹
尾
秀
樹

■ 

総
務
部

●
課
長
級　

▽
管
財
課
長
（兼）
入
札

管
理
監
（
土
木
建
設
課
主
幹
管
理
・

用
地
SL
）
遠
藤
浩
人　

▽
税
務
課
長

（
教
育
委
員
会
事
務
局
教
育
総
務
課

長
）中
西
隆
志　

▽
人
事
課
主
査（
福

祉
課
専
門
官
福
祉
SL
）
中
村
一
博　

▽
税
務
課
主
査
固
定
資
産
税
土
地
係

長
（
環
境
政
策
課
主
査
政
策
SL
）
竹

内
章
二

あ
い
公
園
整
備
）
を
、
土
木
建
設
課

へ
移
管
し
ま
す
。

▽
チ
ー
ム
の
主
管
課
に
つ
い
て
、
月

山
誘
客
推
進
チ
ー
ム
は
広
瀬
地
域
セ

ン
タ
ー
、
長
寿
命
化
推
進
チ
ー
ム
は

財
政
課
、
切
川
地
区
事
業
推
進
は
土

木
建
設
課
と
し
ま
す
。

▽
荒
島
保
育
所
と
荒
島
幼
稚
園
を
統

合
し
、
幼
保
連
携
型
の
認
定
こ
ど
も

園
荒
島
と
し
ま
す
。

▽
消
防
新
庁
舎
完
成
に
伴
い
消
防
庁

舎
建
設
推
進
室
を
廃
止
し
、
通
信
指

令
課
を
設
置
し
ま
す
。

●
４
月
１
日
か
ら
の
組
織
機
構
は
、

今
月
号
の
広
報
紙
に
折
り
込
み
の
組

織
図
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

人
事
異
動
の
内
容

　
　
　
　
（
課
長
級
以
上
を
掲
載
）

※
（　

）
内
は
旧
任
。
（兼）
は
兼
務
、

SL
は
セ
ク
シ
ョ
ン
リ
ー
ダ
ー
の
略
字

で
す
。

■ 

政
策
企
画
部

●
部
長
級　

▽
部
長
（
産
業
振
興
部

次
長
（兼）
商
工
観
光
課
長
（兼）
観
光
施
設
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■ 

健
康
福
祉
部

●
部
長
級　

▽
部
長
（
議
会
事
務
局

長
）
平
井
禎

●
課
長
級　

▽
福
祉
課
長
（
税
務
課

長
）
坂
野
誠

■ 

産
業
振
興
部

●
部
長
級　

▽
次
長
（兼）
商
工
観
光
課

長
（兼）
観
光
施
設
室
長
（
教
育
委
員
会

事
務
局
文
化
課
長
）
永
見
英

■ 

基
盤
整
備
部

●
部
長
級　

▽
部
長
（
同
部
次
長
）

小
林
勝
則　

▽
次
長
（兼）
国
県
事
業
推

進
室
長
（
国
・
県
事
業
推
進
室
長
）

佐
伯
克
己

●
課
長
級　

▽
建
築
住
宅
課
主
査
住

宅
管
理
係
長
（
伯
太
地
域
セ
ン
タ
ー

主
査
地
域
支
援
SL
）
宇
山
至
宏

■ 

上
下
水
道
部

●
部
長
級　

▽
部
長
（
健
康
福
祉
部

長
）
仁
田
隆
敏

●
課
長
級　

▽
水
道
工
務
課
長
（
同

課
主
査
維
持
SL
）
湯
浅
正
志　

▽
下

水
道
課
主
査
計
画
係
長
（
土
木
建
設

課
主
査
維
持
管
理
SL
）
長
谷
川
信
夫

■ 

議
会
事
務
局

●
部
長
級　

▽
事
務
局
長
（
政
策
企

画
部
長
）
木
村
慎
治

■ 

教
育
委
員
会
事
務
局

●
部
長
級　

▽
教
育
部
長
（兼）
給
食
セ

ン
タ
ー
開
設
準
備
室
長
（
総
務
部
次

長
（兼）
入
札
管
理
監
（兼）
管
財
課
長
）
奈

良
井
丈
治

●
課
長
級　

▽
教
育
総
務
課
長
（
福

祉
課
長
）
武
藤
伊
津
子　

▽
文
化
課

長
（
下
水
道
課
主
査
計
画
SL
）
糸
原

一
志

▽
採
用
…
学
校
教
育
課
長　

難
波
真

章■ 

保
育
所
・
幼
稚
園

●
課
長
級　

▽
認
定
こ
ど
も
園
荒
島

園
長
（
荒
島
保
育
所
長
（兼）
認
定
こ
ど

も
園
荒
島
園
長
）
木
戸
淳
子　

▽
認

定
こ
ど
も
園
荒
島
副
園
長
（
荒
島
幼

稚
園
園
長
補
佐
）
渡
部
あ
お
い

■ 

消
防
本
部

●
部
長
級　

▽
消
防
長
（
次
長
（兼）
消

防
総
務
課
長
）
細
田
誠　

▽
次
長
（兼）

消
防
総
務
課
長
（
消
防
署
長
）
池
田

志
信

●
課
長
級　

▽
通
信
指
令
課
長
（
警

防
課
主
査
（兼）
消
防
署
副
署
長
）
島
田

均　

▽
警
防
課
長
（
消
防
庁
舎
建
設

推
進
室
長
）
松
浦
弘
美　

▽
消
防
署

長
（
警
防
課
長
）
生
和
隆
志　

▽
通

信
指
令
課
主
査
通
信
指
令
係
長
（
消

防
庁
舎
建
設
推
進
室
主
査
）
遠
藤
泰

史　

▽
予
防
課
主
査
予
防
係
長
（
予

防
課
主
査
）
細
田
紀
之　

▽
予
防
課

主
査
危
険
物
保
安
係
長
（
予
防
課
主

幹
）
平
田
博
文　

▽
警
防
課
主
査
（兼）

消
防
署
副
署
長
警
防
係
長
（
消
防
署

伯
太
分
署
長
）
三
島
俊
輔　

▽
消
防

署
伯
太
分
署
長
（
警
防
課
主
査
）
西

村
聡
志

■ 

市
立
病
院

●
課
長
級　

▽
看
護
部
外
来
師
長

（
同
部
外
来
主
任
）
青
木
睦
美　

▽

看
護
部
４
階
病
棟
師
長
（
地
域
医
療

部
地
域
連
携
室
地
域
連
携
係
長
）
伊

澤
里
美　

▽
地
域
医
療
部
地
域
連
携

室
長
（
同
部
在
宅
支
援
室
長
）
竹
田

裕
司　

▽
事
務
部
企
画
経
営
課
長

（
保
険
年
金
課
主
査
）
小
川
浩
明

▽
事
務
部
企
画
経
営
課
医
事
室
長

（
同
部
医
療
情
報
課
長
）
栗
原
や
よ
い

▽
採
用
…
診
療
部
消
化
器
内
科
医
長

川
田
壮
一
郎

■ 

退
職
（
３
月
31
日
付
）

●
部
長
級　

▽
門
脇
正
志
（
伯
太
地

域
セ
ン
タ
ー
長
）　

▽
作
野
立
生（
基

盤
整
備
部
長
）　

▽
内
藤
修
治
（
上

下
水
道
部
長
）　

▽
原
政
男
（
消
防

本
部
消
防
長
）　

▽
乗
本
業
文
（
市

立
病
院
診
療
部
循
環
器
内
科
部
長
）

▽
木
科
学
（
市
立
病
院
診
療
部
消
化

器
内
科
部
長
）

●
課
長
級　

▽
島
田
俊
（
水
道
工
務

課
長
）　

▽
谷
澤
淳
子
（
山
佐
児
童

館
所
長
）　

▽
村
本
愛
治
（
学
校
教

育
課
長
）　

▽
上
原
も
と
み
（
市
立

病
院
看
護
部
外
来
師
長
）　

▽
石
原

千
代
美
（
市
立
病
院
看
護
部
外
来
師

長
）　

▽
伊
藤
善
喜
子
（
市
立
病
院

看
護
部
４
階
病
棟
師
長
）

●
問
い
合
わ
せ

　

人
事
課

　

℡
23-

３
０
２
２

●
問
い
合
わ
せ

　

人
事
課

　

℡
23-

３
０
２
２
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密ミ
リ
ア
ン陽
ア
リ
ラ
ン

　
マ
ラ
ソ
ン
大
会　
リ
ポ
ー
ト

　

安
来
市
は
、
姉
妹
都
市
で
あ
る
韓

国
・
密
陽
市
か
ら
招
待
を
受
け
、
２

月
15
日
に
開
催
さ
れ
た
第
12
回
大
会

に
６
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

毎
年
２
月
に
行
わ
れ
る
こ
の
大
会

は
、
韓
国
で
人
気
の
高
い
マ
ラ
ソ
ン

大
会
の
一
つ
。
発
着
点
と
な
っ
た
密

陽
公
設
運
動
場
に
は
、
８
５
０
７
人

の
参
加
者
が
集
ま
り
ま
し
た
。

　

こ
の
大
会
の
運
営
に
は
、
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
と
し
て
約
２
４
０
０
人
の
市

民
が
参
加
し
、
大
会
を
支
え
て
い
ま

す
。
ま
た
、
コ
ー
ス
の
沿
道
に
は
ラ

ン
ナ
ー
を
応
援
す
る
多
く
の
市
民

の
姿
が
あ
り
ま
し
た
。「
が
ん
ば
っ

て
！
」と
日
本
語
で
の
応
援
も
あ
り
、

楽
し
く
走
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

■ 

姉
妹
都
市
　
韓
国
・
密
陽
市

　

安
来
市
は
平
成
２
年
に
密
陽
市
と

姉
妹
都
市
提
携
を
結
び
、
行
政
・
文

化
・
ス
ポ
ー
ツ
な
ど
で
交
流
を
続
け
、

25
周
年
。
両
市
の
マ
ラ
ソ
ン
大
会
へ

の
参
加
、
小
・
中
学
生
の
訪
問
な
ど

交
流
を
重
ね
て
い
ま
す
。

　

密
陽
市
は
、
慶
尚
南
道
に
あ
る
人

口
約
10
万
９
千
人
の
内
陸
都
市
。
韓

国
高
速
鉄
道
（
Ｋ
Ｔ
Ｘ
）
や
高
速
道

路
網
な
ど
も
整
備
さ
れ
て
い
ま
す
。

■ 

今
、
密
陽
市
で
は

　

韓
国
で
は
、
現
在
密
陽
市
に
ナ
ノ

テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
研
究
開
発
施
設
と
企

業
が
入
居
す
る
「
ナ
ノ
融
合
国
家
産

業
団
地
」
の
建
設
が
計
画
さ
れ
て
い

ま
す
。
こ
れ
を
受
け
、
密
陽
市
で
は

２
月
に
入
り
「
ナ
ノ
融
合
課
」
と
い

う
部
署
を
新
設
し
、
ナ
ノ
テ
ク
ノ
ロ

ジ
ー
に
関
す
る
取
組
み
を
進
め
る
計

画
で
す
。

　

ま
た
、
農
業
が
盛
ん
な
密

陽
市
で
は
、
市
の
農
政
や
農

産
物
流
通
、
農
業
支
援
、
畜

産
技
術
の
部
門
を
持
つ
「
農
業
技
術

セ
ン
タ
ー
」
を
設
置
し
、
農
業
振
興

に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
農
業
機
械

を
セ
ン
タ
ー
が
所
有
し
、
貸
し
出
す

仕
組
み
を
つ
く
る
な
ど
、
市
民
の
農

業
を
支
え
て
い
ま
す
。

密陽市の位置

　

大
会
当
日
の
朝
は
、
気
温
が
低

く
、
準
備
運
動
が
十
分
で
き
な
い
状

況
で
10
キ
ロ
の
ス
タ
ー
ト
を
迎
え
ま

し
た
。
幸
い
に
も
ス
タ
ー
ト
後
は
体

が
良
く
動
き
、
一
度
先
頭
に
立
ち
ま

し
た
が
、
５
キ
ロ
の
折
り
返
し
地
点

で
は
、
先
頭
か
ら
２
０
０
メ
ー
ト
ル

ほ
ど
差
が
開
い
て
し
ま
い
、
７
位
で

の
ゴ
ー
ル
と
な
り
、
悔
し
い
結
果
と

な
り
ま
し
た
。

　

今
回
の
密
陽
市
訪
問
で
は
、
市
庁

舎
や
関
係
施
設
、
歴
史
的
建
造
物
の

見
学
の
ほ
か
、
密
陽
市
の
職
員
や
近

江
八
幡
市
の
人
と
交
流
を
図
り
、
日

本
と
韓
国
の
文
化
や
行
政
の
仕
組
み

の
違
い
な
ど
を
知
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。
貴
重
な
体
験
を
さ
せ
て
い
た

だ
き
、
感
謝
し
て
い
ま
す
。

坂根さん７位入賞・10㌔

【10 キロの部】完走
参加者 2914 人中
見事７位に入賞 !!

農業技術センターでは、51
種類・259 台の農業機械を
管理。今までに２千件以上
の貸出実績がありました。

安
来
市
陸
上
競
技
協
会

　

坂さ
か

根ね

智と
も

也や

さ
ん
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平
成
27
年
４
月
か
ら

　
保
育
所
・
認
定
こ
ど
も
園

　　　
平成 27 年度以降の安来市保育所・認定こども園保育料利用者負担額

階
層

市民税所得割課税額
利用者負担

３歳未満 (３号認定 ) ３歳以上 (２号認定 )
標準時間 短時間 標準時間 短時間

1 生活保護世帯等 ０円 ０円 ０円 ０円
2 市民税非課税世帯 7,000 円 7,000 円 5,000 円 5,000 円
3 30,000 円未満 11,000 円 10,800 円 8,000 円 7,800 円

4 30,000 円以上
48,600 円未満 15,000 円 14,700 円 12,000 円 11,700 円

5 48,600 円以上
72,800 円未満 19,000 円 18,600 円 17,000 円 16,700 円

6 72,800 円以上
97,000 円未満 23,000 円 22,600 円 20,000 円 19,600 円

7 97,000 円以上
133,000 円未満 29,000 円 28,500 円 26,000 円 25,500 円

8 133,000 円以上
169,000 円未満 33,000 円 32,400 円 31,000 円 30,400 円

9 169,000 円以上
235,000 円未満 38,000 円 37,300 円 36,000 円 35,300 円

10 235,000 円以上
301,000 円未満 43,000 円 42,200 円 41,000 円 40,300 円

11 301,000 円以上
349,000 円未満 49,000 円 48,100 円 47,000 円 46,200 円

12 349,000 円以上 52,000 円 51,100 円 50,000 円 49,100 円

　

４
月
か
ら
子
育
て
世
帯
の
支
援
を
目
的
と
し
た
「
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
新
制

度
」
が
始
ま
り
ま
し
た
。
こ
れ
に
伴
い
保
育
料
の
算
定
方
法
な
ど
が
変
更
と
な
り
、

保
育
料
が
左
表
の
よ
う
に
改
定
と
な
り
ま
し
た
の
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

の

保
育
料
の
算
定
方
法
が
変
わ
り

ま
す

●
こ
れ
ま
で
は
、
保
護
者
の
所
得
税

課
税
額
に
応
じ
て
決
定
し
て
い
ま
し

た
が
、
新
制
度
で
は
市
民
税
の
所
得

割
課
税
額
に
よ
り
決
定
し
ま
す
。

●
毎
年
９
月
が
切
り
替
え
時
期
と
な

り
ま
す
。
こ
れ
は
４
月
～
８
月
は
前

年
度
（
平
成
26
年
度
）
の
市
民
税

額
、
９
月
～
３
月
は
当
年
度
（
27
年

度
）
の
市
民
税
額
に
基
づ
い
て
保
育

料
を
算
定
す
る
た
め
で
す
。
９
月
に

保
育
料
が
変
更
に
な
っ
て
も
、
さ
か

の
ぼ
っ
て
の
変
更
は
あ
り
ま
せ
ん
。

●
こ
れ
ま
で
、
各
世
帯
の
18
歳
以
下

の
扶
養
人
数
を
勘
案
し
た
控
除
が
あ

る
も
の
と
し
て
算
定
し
て
い
ま
し
た

が
、５
年
間
の
経
過
措
置
が
終
了
し
、

措
置
が
な
く
な
り
ま
す
。

市
民
税
所
得
割
課
税
額
は
納
税
通

知
書
な
ど
で
ご
確
認
く
だ
さ
い

▽
会
社
員
な
ど
特
別
徴
収
（
給
与
引

去
り
）
の
人
…
５
月
頃
に
会
社
か
ら

配
布
さ
れ
る
特
別
徴
収
税
額
決
定
通

知
書
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

▽
普
通
徴
収
（
納
付
書
払
い
、
口
座

振
替
）
の
人
…
市
税
務
課
か
ら
送
付

さ
れ
る
市
民
税
・
県
民
税
の
納
税
通

知
書
に
記
載
さ
れ
て
い
る
課
税
明
細

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

※
利
用
者
負
担
額
を
算
定
す
る
税
額

は
、調
整
控
除
を
除
く
税
額
控
除（
住

宅
借
入
金
等
特
別
税
額
控
除
、
寄
付

金
税
額
控
除
な
ど
）
を
適
用
し
ま
せ

ん
の
で
、
実
際
の
税
額
と
異
な
る
場

合
が
あ
り
ま
す
。

　

新
制
度
に
伴
い
、
就
労
時
間
や
家
庭
の
状
況
に
応
じ
て
、「
保
育
標
準

時
間
」
ま
た
は
「
保
育
短
時
間
」
の
認
定
を
行
う
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

・
標
準
時
間
…
フ
ル
タ
イ
ム
就
労
を
想
定
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
利
用
時
間
７
時
～
18
時
）

・
短
時
間
… 
パ
ー
ト
タ
イ
ム
就
労
を
想
定
。

　
　
　
　
　
　
　
　
（
利
用
時
間
８
時
30
分
～
16
時
30
分
）

標準時間と短時間

保
育
料
が
改
定
と
な
り
ま
し
た

■
問
い
合
わ
せ　

子
ど
も
未
来
課
℡
23
︲
３
２
１
４
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　布部出身の木彫家・西田明史氏の彫刻展が４月２日か
ら広瀬町布部の安来市加納美術館で始まりました。
　西田明史氏は、明治 41年布部村で生まれ、17歳で彫
刻家を志し上京。木彫家・内藤伸の弟子として 6年間師
事した後独立し、帝展特選など数々の賞を受賞、91 歳
で亡くなるまで木彫家として活躍しました。
　会場では、東京池袋のアトリエに残っていた作品を中
心に展示。布部の農村風景を題材に人間の生をいきいき
と表現した「大地」「収穫」「農婦」、文展特選「相

あい

倚
よる

」、
後期に注力した日本神話や仏像をモチーフにした 60点
が並びました。
　初日には、長男の西田多

た

聞
もん

さんがギャラリートークを
開催。「ふるさと布部の空気を得て、作品がいきいきし
ているようだ」と話し、会場を沸かせていました。

ギャラリートークを行う西田多聞さん（中央右）
※西田明史彫刻展は 7 月 14 日まで開催

木彫家・西田明
めい

史
し

作品里帰り

　将来、市内の医療機関などに勤務しようとする
医学生・看護学生に対し、市が貸与する奨学金制
度を利用した奨学生４人が３月 27日、近藤市長に
卒業を報告しました。
　訪れたのは、医学生の古志野海人さん（西赤江
町）、看護学生の竹内駿弥さん（飯梨町）、竹内由
希菜さん（飯梨町）、須山悟志さん（広瀬町）で、
4月から医療機関への就職が決まっています。浜田
市の浜田医療センターで医師初期臨床研修を行う
古志野さんは、「幅広い知識と技術を身につけ、患
者さんの立場に立った医療を行ってい
きたい」と抱負を話しました。

奨学生が卒業報告

奨学生の皆さん。左から古志野さん、須山さん、竹内
駿弥さん、竹内由希菜さん。
※市では平成 22 年度からこの奨学金制度を運用してお
り、26 年度末で延べ 40 人の学生が利用しています。
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秘書課　℡ 23 － 3010

あんなこと、こんなこと
　地域の話題をお届けします。
皆さまからの情報も、
　　　　　お待ちしています。

やすぎのひなめぐり

　４月３日から５日にかけて、広瀬・布部・伯
太地区で行われた「やすぎのひなめぐり」。多彩
なひな人形の展示やイベントなどがあり、市内
外から多くの家族連れや観光客が訪れました。
※５日に広瀬、母里地区で予定されていた武者
行列は、悪天候のため中止になりました。

（左上）はくた文化学習館の様子。
（左下）富田のひな流しの様子。
（右下）広瀬の祖田亮

あきら

さん宅には、明治・大正・
　　　 昭和・平成時代のひな人形などが飾られ
　　　 ました。
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　はくた文化学習館で３月 27 日から 12 日間、母里
焼の作品展が開かれ、茶器や香炉の茶陶のほか、ゆき
ひら鍋、卸し皿など日用陶器などが展示されました。
　母里焼の特徴は色の豊富さ。自家生産で約 30種類
ものうわぐすりを使ったといわれ、多彩な色が来場者
の目を楽しませています。
　母里窯は、江戸末期に開窯され、5代・170 年以上
受け継がれてきました。平成 12年の鳥取県西部地震
により登り窯が倒壊し、修復したものの、平成 25年
に当主の稲垣宏さんが他界し、現在は途絶えています。
　同展を企画した母里美術同好会会長 ･山田哲男さん
は「皆さんに知ってもらいたい。そして復活させてく
れる人が現れてほしい」と願っていました。

「母里焼」復活願い作品展

▲窯元や母里の地区の人から貸与された約 70 点
　の母里焼を展示

おもいやりが地域をつくる
　地域コミュニティの再生で活発な取り組みを行う上
山佐地区で、地域づくりをテーマとした研修会（主催：
山佐交流センター）が開かれました。
　研修会では、このほど策定された上山佐地区の将来
ビジョン（目標）の説明があった後、島根県社会教育
委員連絡協議会会長・有馬毅一郎氏が講演。有馬氏は、
田舎における地域の共同作業などにより公共性が育つ
と述べ、「つながることで、互いをおもいやり、助け合
う、そんな風土が良い地域を育てる」と話しました。
　会場には、上山佐地区の多くの人が来場。誰もが真
剣に聴講する姿や幅広い世代の参加者は、上山佐地区
の情熱と一体感を感じさせるものでした。▲ユーモアたっぷりに講演を行った有馬氏

▲左から岩田館長（西谷）、柴田
館長（東比田）、近藤市長、平原
館長（広瀬）、岩田館長（山佐、
当時）、梅林館長（比田）。▲

制作されたリーフレット。

ふるさと広瀬の良さを再発見
　広瀬中学校区にある 10 の交流センターが連携し、
地区の子どもたちに伝えたい伝統行事などを掲載した
リーフレット「わたしたちのふるさと広瀬」とポスター
を完成させ、3月 18日に近藤市長に披露しました。
　リーフレットには、西谷地区に生息するオオサン
ショウウオや東比田地区にある猿

さる

隠
がくれ

山
やま

の名前の由来な
ど 10 項目を選定。3800 部作成し、校区内の小中学
生全員に配り、ふるさと教育などに活用する予定です。
　広瀬交流センターの平原館長は、「子どもたちにふ
るさとの良さを伝え、ふるさとに愛着を
持ってほしい」と話しました。
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　私は三年前アメリカ・ミネソタ州から赴任し
てきました。はじめは、日本語や日本の習慣が
わからなくて、気が重い時期もありました。で
も、学校で子どもたちが温かいあいさつをして
くれることや、英語の授業を一生懸命に頑張る
姿などにたくさんの力をもらいました。今では
ここが第二の故郷に感じられるほど親しみを覚
えています。
　安来では、二年程前から広瀬町の尼子太鼓に
参加しています。太鼓の経験はありませんでし
たが、アメリカで太鼓の演奏を見たことがあり、
興味をもったのがきっかけです。何もわからな
い中で、尼子太鼓の皆さんが、叩き方や曲の流

エンジョイ！

ソニアの

ＡＬＴ（外国人指導助手）リレートーク

れを丁寧に教えてくださって、本当に感謝して
います。太鼓は、音や曲の流れだけではなく、
手振りや声を出すことも必要でとても難しいで
すが、それらのパーツがすべて重なると太鼓の
音は芸術となり、人々を圧倒するパワーを持ち
ます。安来では祭りやイベントなどで披露して
いますので、皆さんもぜひ尼子太鼓の演奏を見
に来てください！
　その他にも市内で英会話サークルに参加し
て、ディナーパーティーをしたり、英語の音声
で映画を見たり、安来の皆さんと楽しんでいま
す。このサークルで国や文化、考え方が違って
も、同じ人間として、お互いに願っていること
はあまり変わらないと気づきました。だれもが
家族や友人たちが健康で幸せに生きること、そ
して子どもたちが大きく育つことを願っていま
す。
　安来市でさまざまな事に挑戦する機会に恵ま
れ、アメリカでは考えられなかったたくさんの
事を短い期間に学ぶ事ができました。この経験
から、心を開いていれば可能性は限りなく広が
るのだと学びました。

今
月
の担当ＡＬ

Ｔ

　安来に来てから始めた色々な新しい活動

尼
子
太
鼓
の
仲
間
た
ち
と
演
奏
す

る
ソ
ニ
ア
さ
ん（
左
か
ら
二
番
目
）

河川調査で安来が上位を独占

近藤市長に受賞の報告をした児童たち。（右か
ら島田小の内藤一

いつ

樹
き

くん、門脇巧真くん、能
義小の牧野さん、実重壮真くん）

　中海に流入する河川で優秀な調査を行った小学校を表
彰する平成26年度「みんなで調べる中海流入河川調査」
（島根県主催）で、県知事賞に能義小学校、教育長賞に
島田小学校が選出されました。
　能義小学校は、学校の近くの往還川の下流、上流で水
温、透視度、生物などの水質・環境を調査。下流の方が
汚れていることを突き止め、壁新聞やポスターなどで地
域に情報を発信しました。
　能義小・牧野友香さんは「身近な所から中海をきれい

にしたい」と話しました。
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市
と
の
通
話
料
が
無
料
に
な

る
電
話
サ
ー
ビ
ス
を
導
入
し

ま
し
た

問
総
務
課
℡
23-

３
０
１
７

　
市
の
代
表
電
話
に
Ｎ
Ｔ
Ｔ
が

提
供
す
る
サ
ー
ビ
ス
〝
ケ
ー
ブ

ル
プ
ラ
ス
電
話
〟
を
３
回
線
導

入
し
ま
し
た
。

　
ケ
ー
ブ
ル
プ
ラ
ス
電
話
に
加

入
し
て
い
る
電
話
機
か
ら
市
に

お
か
け
い
た
だ
く
際
、
次
の
番

号
を
利
用
す
る
と
通
話
料
が
無

料
に
な
り
ま
す
。

ケ
ー
ブ
ル
プ
ラ
ス
電
話
の
番
号

・
℡
０
８
５
４-

26-

４
０
１
４

・
℡
０
８
５
４-

26-

４
０
９
０

・
℡
０
８
５
４-

26-

４
１
５
３

退
職
・
就
職
を
し
た
人
は
、
健

康
保
険
・
年
金
な
ど
の
手
続
き

が
必
要
で
す

　
　
保
険
年
金
課

　
　
℡
23-

３
０
８
７

　

退
職
や
就
職
を
し
た
人
は
、

健
康
保
険
や
年
金
の
切
替
な
ど

の
手
続
き
が
必
要
で
す
。
手
続

き
が
お
済
み
で
な
い
人
は
早
め

に
お
願
い
し
ま
す
。

申
請
先　
保
険
年
金
課
、
広
瀬

●
、
伯
太
●

●
退
職
し
た
人

　
健
康
保
険
と
年
金
（
20
～
60

行　

政

歳
未
満
）
の
切
り
替
え
が
必
要

で
す
。

▽
健
康
保
険　
次
の
３
つ
か
ら

選
択
し
て
く
だ
さ
い

①
国
民
健
康
保
険
に
加
入
す
る

②
退
職
前
の
健
康
保
険
を
任
意

継
続
加
入
す
る

③
健
康
保
険
に
加
入
し
て
い
る

ご
家
族
の
被
扶
養
者
に
な
る

手
続
き　
①
…
健
康
保
険
の
資

格
喪
失
証
明
書
ま
た
は
離
職

票
、
印
鑑
を
お
持
ち
の
上
、
市

で
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

②
③
…
そ
れ
ぞ
れ
の
お
勤
め
先

ま
た
は
保
険
証
の
発
行
元
へ
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

※
退
職
と
同
時
に
再
就
職
さ
れ

た
人
は
市
役
所
で
の
手
続
き
は

あ
り
ま
せ
ん
。

▽
年
金　
20
～
60
歳
未
満
の
人

は
年
金
の
手
続
き
が
必
要
で
す
。

た
だ
し
、
③
を
選
択
し
た
人
は

配
偶
者
の
被
扶
養
と
な
る
場
合

を
除
き
ま
す
。

　

年
金
手
帳
を
お
持
ち
の
上
、

市
で
手
続
き
し
て
く
だ
さ
い
。

●
就
職
し
て
新
し
い
保
険
証
が

発
行
さ
れ
た
人

　
今
ま
で
国
民
健
康
保
険
証
を

お
使
い
の
人
は
、
国
民
健
康

保
険
喪
失
の
手
続
き
が
必
要
で

す
。
お
手
元
の
国
民
健
康
保
険

証
と
新
た
に
発
行
さ
れ
た
保
険

証
の
両
方
を
お
持
ち
の
上
、
市

で
手
続
き
し
て
く
だ
さ
い
。

　
今
ま
で
健
康
保
険
の
扶
養
に

な
っ
て
い
た
人
が
就
職
し
た

場
合
、
扶
養
し
て
い
た
人
の
勤

務
先
で
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ

い
。
厚
生
年
金
の
加
入
は
、
勤

務
先
で
の
手
続
き
と
な
り
ま

す
。

　4 月 1 日より、行政手続法の改正
に伴い、公正の確保、透明性の向上
のため、市の条例を改正しました。

安来市行政手続条例を改正しました

主な改正点
１. 行政指導の根拠など提示
　安来市から行政指導を受ける人は、その行政指導を行
う根拠、要件、理由の提示を求めることができます。
２. 行政指導の中止等の求め
　安来市から行政指導を受けている人が、その行政指導
が法律に定める要件に適合しないと思ったときは、その
行政指導の中止などの措置を求めることができます。
３. 処分等の求め
　安来市が法令違反事実の是正のためにするべき法律に
基づく行政処分や行政指導などが適正に行われていない
と思われるときは、だれでも、市に対して処分等を行う
ことを求めることができます。

申出書の提出
　総務課で受け付けます。提出様式は任意ですが、必要
な記載事項が決められています。雛形をホームページに
掲載しておりますのでご利用ください。

行政指導 ･･･ 行政機関が、行政目的を実現するために、
法令という強制手段をとらずに指導、助言、勧告などを
用いて、相手方の同意や協力の元、同調させる行為。
処分 ･･･ 法令に基づき行政機関が特定の個人・団体に対
して、一方的な判断によって、義務を命じ、その他法律
上の効果を発生させる行為。一般的には、許可、認可、
免除、命令、禁止など。

　　　　　●総務課　℡ 23－ 3017
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庁…庁舎
地…地域センター

健…保健センター
交…交流センター

申…申し込み先
問…問い合わせ

■広瀬地域
期　日 時　間 場　所

５月12日
（火）

９時20分～９時30分 柿根公会堂

９時40分～９時50分 菅原

10時05分～10時20分 宇波

10時35分～10時45分 下布部消防車庫前

10時55分～11時15分 布部交

11時40分～11時50分 西谷生活改善センター

13時15分～13時30分 町公会堂

13時45分～14時00分 比田

14時15分～14時25分 梶公会堂

14時35分～14時45分 滝谷自治会館

14時55分～15時10分 永田公会堂

15時25分～15時35分 福留集会所

５月14日
（木）

９時20分～９時35分 下山佐交

９時50分～９時55分 大谷紙屋谷公会堂

10時10分～10時15分 常願寺公会堂

10時30分～10時50分 山佐交

11時10分～11時20分 新田集会所

11時35分～11時45分 奥田原

５月24日㈰ ９時30分～10時30分 広瀬庁駐車場

■伯太地域
期　日 時　間 場　所

５月19日
（火）

９時30分～９時50分    安田関公会堂

10時00分～10時30分 安田老人福祉センター

10時45分～11時05分 元ＪＡ井尻支所

11時15分～11時25分 横屋公民館

11時35分～11時45分 峠之内コミュニティーセンター

13時20分～13時30分 福冨集会所

13時45分～13時50分 久根公民館

14時05分～14時15分 矢原公民館

14時30分～14時40分 下小竹中央公民館

14時55分～15時05分 赤屋

15時15分～15時25分 下十年畑ふれあい館

15時35分～15時45分 常盤公民館

15時55分～16時00分 草野公民館

５月24日㈰ 11時00分～12時00分 伯太　駐車場

狂犬病予防の集合注射とイヌの登録
　以下の日程表からご都合の良い場所に、 市から郵送したハガキをお持ちの上、 イヌを制御で

きる人がお連れください。 未登録のイヌは、 会場で登録ができます。

料金（一匹）予防注射 ･･･3,000 円、登録 ･･･3,000 円
※市内動物病院でも注射を受けることができます

※安来地域の日程は、 ホームページまたは市報４

　月号をご覧ください。 　
　　　　　問 環境政策課　℡ 23－ 3102

廃
棄
物
集
積
場
設
置
整
備
費
の

補
助

　
　
環
境
政
策
課

　
　
℡
23-

３
１
０
０

　
分
別
収
集
に
よ
る
再
資
源
化

の
促
進
と
円
滑
な
ご
み
収
集
を

推
進
す
る
た
め
、
自
治
会
が
設

置
す
る
集
積
場
の
費
用
の
一
部

を
補
助
し
ま
す
。
事
前
に
ご
相

談
く
だ
さ
い
。

補
助
内
容　
設
置
費
用
の
２
分

の
１
（
上
限
９
万
円
、
２
回
目

は
５
万
円
）

生
ご
み
堆
肥
化
装
置
設
置
費
の

補
助

　
　
環
境
政
策
課

　
　
℡
23-

３
１
０
０

　

ご
み
の
減
量
化
を
目
的
に
、

市
内
で
購
入
し
た
生
ご
み
処
理

器
等
購
入
費
の
一
部
を
補
助
し

ま
す
。

補
助
額　
▽
電
源
を
必
要
と
す

る
も
の
…
購
入
金
額
の
３
分
の

１
（
上
限
２
万
５
千
円
）

▽
電
源
を
必
要
と
し
な
い
も
の

…
購
入
金
額
の
２
分
の
１
（
上

限
５
千
円
）

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
清
掃
の
ご
み
を

回
収
し
ま
す

　
　
環
境
政
策
課

　
　
℡
23-

３
１
０
０

　
団
体
で
実
施
す
る
清
掃
活
動

で
集
め
ら
れ
た
ご
み
を
市
で
回

収
し
ま
す
。
実
施
前
に
計
画
書

の
提
出
が
必
要
で
す
の
で
、
事

前
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

イヌは生涯に１回の登録と、生後91日以降は年１回の狂犬病予防注射が義務づけられています

「クリーンアップやすぎデー」 

参加団体募集

　　 環境政策課
　　 ℡ 23－ 3100

　６月の環境月間にあわせ、住民参加の
一斉清掃活動を実施します。参加団体に
は、ごみ袋をお渡しします。
実  施  日　６月14日(日)
申込方法　参加申込書を提出して、事前
　　　　　にごみ袋を受け取ってください。
申  込  先　環境政策課、広瀬・伯太各　、
　　　　　山佐・布部・比田各
申込期限　５月22日（金）
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松
江
圏
都
市
計
画
用
途
地
域（
黒

井
田
町
の
一
部
）の
変
更
原
案
に

つ
い
て
説
明
会
を
開
催
し
ま
す

　
都
市
計
画
課

　
℡
23-
３
２
４
０

日
時　
５
月
11
日
㈪
19
時
～

場
所　
安
来
中
央　
講
義
室

障
が
い
の
あ
る
人
に
対
す
る
軽

自
動
車
税
の
減
免

　
　
税
務
課
℡
23-

３
０
４
０

　
心
身
に
障
が
い
が
あ
る
人
の

た
め
に
使
用
す
る
軽
自
動
車
な

ど
は
、
一
定
の
要
件
に
該
当
す

る
場
合
、
申
請
に
よ
り
軽
自
動

車
税
の
減
免
を
受
け
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

　
減
免
の
要
件
は
、
障
が
い
の

程
度
な
ど
に
よ
り
異
な
り
ま
す

の
で
、
事
前
に
税
務
課
ま
で
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

※
前
年
度
か
ら
継
続
し
て
減
免

希
望
さ
れ
る
場
合
も
毎
年
申
請

が
必
要
で
す
。

対
象
車
両　
①
障
が
い
者
本
人

が
所
有
す
る
も
の　
②
障
が
い

者
本
人
と
生
計
を
一
に
す
る
人

が
所
有
す
る
も
の
（
障
が
い
者

本
人
が
普
通
自
動
車
や
軽
自
動

車
等
を
所
有
し
て
い
な
い
場
合

に
限
り
ま
す
）　
③
構
造
が
専
ら

障
が
い
者
の
利
用
に
供
す
る
た

め
の
も
の　
④
公
益
の
た
め
に

直
接
専
用
す
る
も
の
。

※
①
②
で
減
免
で
き
る
車
両
は

所
有
す
る
軽
自
動
車
等
（
普
通

自
動
車
を
含
む
）
の
う
ち
１
台
。

持
ち
物　
▽
①
～
④
共
通
…
申

請
書
、
印
鑑
、
車
検
証　

▽
①

②
…
対
象
車
両
を
運
転
す
る
人

の
運
転
免
許
証
、
身
体
障
害
者

手
帳
・
精
神
保
健
福
祉
手
帳
・

　　　　平成27年７月から一部の部署を移転します

療
育
手
帳
・
戦
傷
病
者
手
帳
の

い
ず
れ
か　
▽
③
…
構
造
の
わ

か
る
も
の
（
写
真
、
カ
タ
ロ
グ

な
ど
）

申
請
期
限　
５
月
25
日
㈪　

申
請
先　
税
務
課
、
広
瀬
・
伯

太
各

そ
の
他　
申
請
書
は
申
込
先
の

窓
口
に
設
置
す
る
ほ
か
、
市

の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン

ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

軽
自
動
車
税
・
固
定
資
産
税
の

納
税
通
知
書
を
送
付
し
ま
す

　
▽
軽
自
動
車
税
に
つ
い
て

　
・
税
務
課
市
民
税
係

　
　
℡
23-

３
０
４
０

　
▽
固
定
資
産
税
に
つ
い
て

　
・
税
務
課
固
定
資
産
税
係　

　
　
℡
23-
３
０
５
１

　
▽
税
の
納
付
に
つ
い
て

　
・
納
税
課
℡
23-

３
０
４
３

　
平
成
27
年
度
の
軽
自
動
車
税
・

固
定
資
産
税
納
税
通
知
書
を
５

月
１
日
に
発
送
し
ま
す
。

　
最
初
の
納
期
限
（
固
定
資
産

税
は
１
期
・
軽
自
動
車
税
は
全

期
）
は
６
月
１
日
㈪
で
す
。
納

期
限
ま
で
に
納
め
て
い
た
だ
き

ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

予
告　来庁者の利便性向上と事務効率化を図るため、広瀬庁、

伯太庁、広瀬健に配置している部署の移転を７月～９月
に行います。

配置場所 現　　在 移転後

広瀬　

●基盤整備部
（土木建設課、都市計画
課、国県事業推進室、
建築住宅課）

●教育委員会
（教育総務課、学校教育
課、文化課、給食センター
開設準備室）

●健康福祉部２課
（福祉課・介護保険課）

広瀬　

●健康福祉部２課
（いきいき健康課、子ど
も未来課）

●健康福祉部
（いきいき健康課、子ど
も未来課、福祉課、介護
保険課）

伯太　

●教育委員会
（教育総務課、学校教育
課、文化課、給食セン
ター開設準備室）

●基盤整備部
（土木建設課、都市計画
課、国県事業推進室、建
築住宅課）

●移転の時期
　平成27年７月中旬　
　・健康福祉部（福祉課、介護保険課）
　　広瀬庁→広瀬　へ
　平成27年９月中旬
　・教育委員会（教育総務課、学校教育課、文化課、給食センター
　　　　　　　　開設準備室）
　　伯太　→広瀬　へ
　・基盤整備部（土木建設課・都市計画課・国県事業推進室・建築
　　　　　　　　住宅課）
　　広瀬　→伯太　
※教育委員会と基盤整備部については、移転後の電話番号・ファ
クス番号が変わります。正式な日程など詳細は、広報紙などで
お知らせします。

　管財課　℡ 23－ 3031
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平
成
27
年
度
自
動
車
税
に
つ
い

て
　
島
根
県
東
部
県
民
セ
ン
タ
ー

　
℡
０
８
５
２-

32-

５
６
２
６

●
自
動
車
税
の
納
期
限
は
６
月

１
日
で
す

　
平
成
27
年
度
の
自
動
車
税
納

税
通
知
書
を
５
月
１
日
に
発
送

し
ま
す
。納
期
限（
６
月
１
日
㈪
）

ま
で
に
納
め
て
い
た
だ
き
ま
す

よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

　
ま
た
、
平
成
27
年
４
月
か
ら

国
土
交
通
省
（
運
輸
支
局
等
）

全
線
無
料
と
な
り
ま
す
。

　
ご
利
用
の
際
は
、
降
車
時
に

運
転
手
に
お
申
し
出
く
だ
さ
い
。

と
島
根
県
の
シ
ス
テ
ム
連
携
に

よ
り
、
自
動
車
税
の
納
付
確
認

が
電
子
化
さ
れ
ま
す
。
こ
れ
に

よ
り
車
検
時
の
自
動
車
税
納
税

証
明
書
の
提
示
が
省
略
で
き
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
納
付
後

す
ぐ
に
車
検
を
受
け
る
場
合
は
、

従
来
ど
お
り
納
税
証
明
書
が
必

要
で
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
軽
自
動
車
・
二
輪
は
、

従
来
通
り
軽
自
動
車
税
の
納
税

証
明
書
（
市
町
村
発
行
）
が
必

要
で
す
。

●
自
動
車
税
の
「
グ
リ
ー
ン
化

税
制
」
に
つ
い
て

　
平
成
26
年
４
月
１
日
か
ら
平

成
27
年
３
月
31
日
ま
で
に
新
車

新
規
登
録
し
た
自
動
車
で
、
低

燃
費
お
よ
び
排
出
ガ
ス
性
能
が

一
定
の
基
準
を
満
た
す
自
動
車

は
、
そ
の
満
た
す
基
準
に
応
じ

て
、
平
成
27
年
度
の
自
動
車
税

が
約
75
㌫
ま
た
は
50
㌫
軽
減
さ

れ
ま
す
。

　
な
お
、
新
車
新
規
登
録
か
ら

11
年
経
過
し
た
デ
ィ
ー
ゼ
ル
車

お
よ
び
13
年
経
過
し
た
ガ
ソ
リ

ン
・
Ｌ
Ｐ
Ｇ
車
は
、
税
額
が
約

15
㌫
、
バ
ス
・
ト
ラ
ッ
ク
は
約

10
㌫
加
算
さ
れ
ま
す
。

「
こ
ど
も
の
日
」
は
高
校
生
以
下

の
イ
エ
ロ
ー
バ
ス
運
賃
が
無
料

と
な
り
ま
す

　
市
民
参
画
課

　
℡
23-

３
０
６
９

　
５
月
５
日（
こ
ど
も
の
日
）は
、

高
校
生
以
下
の
皆
さ
ん
を
対
象

に
、
イ
エ
ロ
ー
バ
ス
の
運
賃
が

■介護保険料額一覧（平成27～29年度分）

所得段階 年額（円） 月額（円）
第１段階 30,240 円 2,520 円
第２段階 47,040 円 3,920 円
第３段階 50,400 円 4,200 円
第４段階 60,480 円 5,040 円
第５段階 67,200 円 5,600 円
第６段階 80,640 円 6,720 円
第７段階 84,000 円 7,000 円
第８段階 87,360 円 7,280 円
第９段階 90,720 円 7,560 円
第10段階 100,800 円 8,400 円
第11段階 114,240 円 9,520 円

平成27～29年度の介護保険料が決定しました
　介護保険料は、安来市で必要となる介護保険のサービス
費用などから保険料の「基準額」を決定し、この基準額を
もとに所得に応じて計算されます。　
　今後の介護サービス量の見込み等を踏まえ、65歳以上
の人の平成27年度から平成29年度までの介護保険料基準
額を 5,600円（年額 67,200円）に決定しました。保険料
は被保険者（本人）および世帯員の課税状況などにより、
11 段階の区分に設定しています。

介護保険料の通知書を４月中旬に発送しました
　65 歳以上で介護保険料が年金から天引き（特別徴収）
される人に、平成 27 年度の介護保険料（４・６・８月の
徴収額）を記載した通知書を４月中旬に送付しています。
　今回お知らせしている額は、平成 27 年度の市民税額が
確定するまでの暫定額となります。（仮の徴収額で、前年
度の所得の状況等を参考にします。）確定後に年間の介護
保険料の額を決定し、10 月以降の徴収額を６月中旬にお
知らせします。

問介護保険課　℡ 23－ 3293

介
護
保
険
施
設
な
ど
の
多
床
室

負
担
限
度
額
が
引
き
上
げ
に
な

り
ま
す

　
介
護
保
険
課

　
℡
23-

３
２
９
２

　

平
成
27
年
度
の
介
護
報
酬
改

定
に
よ
り
、
光
熱
水
費
相
当
分

の
額
の
見
直
し
が
行
わ
れ
、
４

月
か
ら
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
、

介
護
老
人
保
健
施
設
な
ど
介
護

保
険
施
設
へ
の
入
所
に
お
け
る

多
床
室
の
居
住
費
負
担
限
度
額

が
３
２
０
円
か
ら
３
７
０
円
に

改
定
さ
れ
ま
し
た
。

　
平
成
27
年
３
月
31
日
以
前
に

発
行
し
た
介
護
保
険
負
担
限
度

額
認
定
証
に
は
、
多
床
室
の
負

担
限
度
額
の
欄
に
改
定
前
の

３
２
０
円
と
記
載
し
て
い
ま
す

が
、
新
た
な
認
定
証
の
発
行
は

行
わ
ず
、
３
７
０
円
と

読
み
替
え
て
対
応
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。
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ど
じ
ょ
っ
こ
Ｗ
ｉ-

Ｆ
ｉ
ス

ポ
ッ
ト
を
追
加
し
ま
し
た

　
情
報
政
策
課

　
℡
23-

３
０
７
７

・
や
す
ぎ
ど
じ
ょ
っ
こ
テ
レ
ビ

　
℡
22-

５
０
５
０

　

無
線
Ｌ
Ａ
Ｎ
「
Ｗ
ｉ-

Ｆ
ｉ

（
ワ
イ
フ
ァ
イ
）」
機
能
を
備
え

た
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
や
タ
ブ

レ
ッ
ト
端
末
、
パ
ソ
コ
ン
を
使

い
、
無
線
で
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

に
接
続
で
き
る
、「
ど
じ
ょ
っ

こ
Ｗ
ｉ-

Ｆ
ｉ
」
の
ア
ク
セ
ス

ポ
イ
ン
ト
を
次
の
３
カ
所
に
設

置
し
ま
し
た
。

設
置
場
所　
・
観
光
交
流
プ
ラ

ザ
（
Ｊ
Ｒ
安
来
駅
隣
接
）

・
広
瀬
絣か
す
り

セ
ン
タ
ー

・
大
塚
隣
保
館
（
大
塚
ふ
れ
あ

い
セ
ン
タ
ー
）

乳
幼
児
健
診

　
子
ど
も
未
来
課

　
℡
23-

３
２
２
２

※
時
間
は
受
付
時
間
で
す
。

●
４
か
月
児
健
診

日
時
・
場
所　
５
月
14
日
㈭
13

保　

健

時
～
13
時
45
分
、
広
瀬　

対
象　
平
成
26
年
12
月
生
ま
れ

の
お
子
さ
ん
。

持
ち
物　
母
子
健
康
手
帳
、
ア

ン
ケ
ー
ト
。

●
９
か
月
児
相
談
会

日
時
・
場
所　
５
月
14
日
㈭
９

時
～
９
時
45
分
、
広
瀬

対
象　
平
成
26
年
７
月
生
ま
れ

の
お
子
さ
ん
。

持
ち
物　
母
子
健
康
手
帳
。

●
１
歳
６
か
月
児
健
診

日
時
・
場
所　
５
月
21
日
㈭
９

時
～
９
時
45
分
、
伯
太
健

対
象　
平
成
25
年
10
月
生
ま
れ

の
お
子
さ
ん
。

持
ち
物　
母
子
健
康
手
帳
、
ア
ン

ケ
ー
ト
、
仕
上
げ
用
歯
ブ
ラ
シ
。

●
３
歳
児
健
診

日
時
・
場
所　
５
月
21
日
㈭
13

時
～
13
時
45
分
、
伯
太
健

対
象　
平
成
24
年
２
月
生
ま
れ

の
お
子
さ
ん
。

持
ち
物　
母
子
健
康
手
帳
、
ア

ン
ケ
ー
ト
、
歯
ブ
ラ
シ
、
当
日

朝
の
尿
。

13
時
15
分
～
13
時
45
分
（
受
付

時
間
）

場
所　
広
瀬

対
象　
平
成
26
年
11
月
生
ま
れ

の
お
子
さ
ん
。

持
ち
物　
母
子
健
康
手
帳
、
予

防
接
種
予
診
票
。

麻
し
ん
風
し
ん
混
合
予
防
接
種

（
２
期
）
を
受
け
ま
し
ょ
う

　
子
ど
も
未
来
課

　
℡
23-

３
２
２
２

対
象　
平
成
21
年
４
月
２
日
～

平
成
22
年
４
月
１
日
生
ま
れ
の

お
子
さ
ん
（
幼
稚
園
・
保
育
所

の
年
長
児
に
相
当
）

接
種
期
間　
平
成
27
年
４
月
１

日
～
平
成
28
年
３
月
31
日
（
接

種
期
間
内
は
無
料
）

そ
の
他　
▽
対
象
者
は
個
人
通

知
を
お
送
り
し
ま
す　
▽
麻
し

ん
・
風
し
ん
両
方
に
か
か
っ
た

人
は
、
接
種
す
る
必
要
は
あ
り

ま
せ
ん　
▽
ど
ち
ら
か
一
方
に

か
か
っ
た
人
は
、
接
種
す
る
こ

と
を
お
勧
め
し
ま
す　
▽
早
い

免
疫
獲
得
の
た
め
に
も
６
月
ま

で
に
接
種
し
ま
し
ょ
う
。

運動期間　５月11日㈪～20日㈬
　
　一人一人が交通マナーを守り、
交通事故の防止に努めましょう
運動の基本
　子どもと高齢者の交通事故防止
運動の重点　
●自転車の安全利用の推進
　｢自転車安全利用五則｣ を守りましょう
　①自転車は車道が原則、歩道は例外
　②車道は左側を通行
　③歩道は歩行者優先で車道寄りを徐行
　④安全ルールを守る
　　▪飲酒運転・二人乗り・並進の禁止
　　▪夜間はライトを点灯
　　▪交差点での信号順守と一時停止・安全確認
　⑤子どもはヘルメットを着用
●全ての座席のシートベルトとチャイル
　ドシートの正しい着用の徹底
　自動車に乗るときは、必ずシートベルトを着用
しましょう。６歳未満の子どもには、必ずチャイ
ルドシートを使いましょう。

●飲酒運転の根絶
　わずかな量でも、お酒は運転能力・判断力を鈍
らせるおそれがあります。
　「運転するなら飲まない」、　「飲んだら運転しな
い」を徹底しましょう。

　※５月20日㈬は交通事故死ゼロを目指す日です

問市民参画課　℡ 23－ 3069

Ｂ
Ｃ
Ｇ
接
種

　
子
ど
も
未
来
課

　
℡
23-

３
２
２
２

日
時　
５
月
20
日
㈬

28
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離
乳
食
教
室
（
要
申
込
）

　
　
子
ど
も
未
来
課

　
　
℡
23-

３
２
２
２

日
時
・
場
所　
５
月
26
日
㈫

▽
５
～
６
カ
月
児
…
９
時
45
分

～
10
時　
▽
７
～
８
カ
月
児
…

13
時
30
分
～
13
時
45
分
（
受
付

時
間
）、
広
瀬

持
ち
物　
母
子
健
康
手
帳
、
冊

子
「
離
乳
食
の
進
め
方
」（
４

か
月
児
健
診
時
に
配
布
）、
参

加
費
１
０
０
円
、
お
て
ふ
き
。

申
込
期
限　
５
月
22
日
㈮

マ
タ
ニ
テ
ィ
教
室

申
問
子
ど
も
未
来
課

　
　
℡
23-

３
２
２
２

日
時　
５
月
10
日
㈰
９
時
30
分

～
11
時
30
分

場
所　
広
瀬
健

対
象　
妊
娠
６
カ
月
以
降
の
妊

婦
と
そ
の
夫

内
容　
助
産
師
の
お
話
、
子
育

て
支
援
セ
ン
タ
ー
の
情
報
提
供

な
ど

申
込
期
限　
５
月
８
日
㈮

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー（

要
申
込
）

　
　
子
ど
も
未
来
課

　
　
℡
23-

３
２
２
２

●
保
健
師
さ
ん
と
お
話
会

　

ト
イ
レ
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
を

テ
ー
マ
に
保
健
師
や
先
輩
マ
マ

さ
ん
と
お
話
し
て
不
安
を
解
消

し
ま
し
ょ
う
。

日
時
・
場
所　
５
月
８
日
㈮
10

時
30
分
～
12
時
、
広
瀬
健

●
親
子
で
楽
し
く
ミ
ュ
ー
ジ
ッ

ク
ケ
ア
（
託
児
あ
り
）

　

音
楽
に
合
わ
せ
て
踊
っ
た

り
、歌
っ
た
り
、楽
器
や
バ
ル
ー

ン
を
使
っ
て
親
子
で
音
遊
び
を

楽
し
み
ま
す
。

日
時
・
場
所　
５
月
19
日
㈫
10

時
30
分
～
12
時
、
広
瀬
健

安
来
市
学
習
訓
練
セ
ン
タ
ー
主

催
の
教
室
な
ど

申
問
安
来
市
学
習
訓
練
セ
ン
タ
ー

　
　
℡
23-

１
７
５
０

　
い
ず
れ
も
同
セ
ン
タ
ー
を
会

場
に
開
催
し
ま
す
。

●
パ
ソ
コ
ン
な
ん
で
も
相
談
日

　
ち
ょ
っ
と
聞
き
た
い
小
さ
な

疑
問
の
解
決
方
法
教
え
ま
す
。

操
作
全
般
の
質
問
も
対
応
可
。

日
時　
５
月
11
日
㈪
・
18
日
㈪

10
時
～
12
時

受
講
料　
５
０
０
円
。

そ
の
他　
▽
パ
ソ
コ
ン
持
込
可

▽
申
込
不
要
。

●
パ
ソ
コ
ン
個
人
指
導

　

分
か
ら
な
い
こ
と
が
マ
ン

ツ
ー
マ
ン
で
集
中
的
に
学
べ
、

自
分
の
ペ
ー
ス
で
進
め
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。（
１
回
２
時
間
）

受
講
料　
３
０
０
０
円
。

そ
の
他　
▽
受
講
日
時
は
事
前

に
ご
相
談
く
だ
さ
い　
▽
パ
ソ

コ
ン
、デ
ジ
カ
メ
な
ど
持
込
可
。

●
パ
ソ
コ
ン
教
室
エ
ク
セ
ル
初

級
コ
ー
ス

日
時　
５
月
25
日
㈪
～
28
日
㈭

９
時
30
分
～
12
時
30
分

受
講
料　
５
０
０
０
円
（
テ
キ

ス
ト
代
別
途
１
０
０
０
円
）。

そ
の
他　
▽
定
員
15
人　
▽
要

申
込　
▽
パ
ソ
コ
ン
の
持
込
不

要　
▽
一
人
で
入
力
で
き
る
人

が
対
象
。

●
パ
ソ
コ
ン
グ
ル
ー
プ
講
習

　
職
場
や
趣
味
の
仲
間
な
ど
一

緒
に
楽
し
く
学
び
ま
せ
ん
か
。

内
容　
12
時
間
コ
ー
ス
（
ワ
ー

ド・エ
ク
セ
ル
な
ど
）
※
日
時
、

人
数
、
講
習
内
容
な
ど
は
、
事

前
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

受
講
料　
各
講
座
５
０
０
０
円

（
テ
キ
ス
ト
代
別
途
）

安来市立図書館「まなべ～る講座」を開催します

　生活、文化、芸術、健康などにつ
いて広く学び、日常生活を楽しく彩
りましょう。
場所　安来市立図書館会議室　
申込方法　参加を希望される人は、
安来市立図書館までお申し込みくだ
さい。

※講座によって事前準備が必要な場
合があります。
※内容は変更になることがあります。

　問安来市立図書館
　　℡ 22－ 2574

開催日時 内　　容

６月１日㈪
10時30分～

大人のブックトーク　図書の紹介　　
講師　図書館職員

７月６日㈪
10時30分～

最近の消費者トラブルの事例と対策事例
講師　島根県消費者センター職員

９月17日㈭
10時30分～

写真の撮り方、撮った写真の楽しみ方　
講師　カメラのハマダ社員　

11月９日㈪（予定）
10時30分～

認知症について　　
講師　安来市立病院医師

平成28年1月25日㈪
10時30分～

健康は自分がつくる宝物～運動のすすめ～
講師　安来レクリエーション協会　山根良雄氏
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時　

▽
市
民
相
談
室
℡
23-

３
０
６
８

特
設
人
権
相
談
所　
▽
９
時
30

分
～
12
時　
▽
人
権
施
策
推
進

課
℡
23-

３
０
９
５

し
ま
ね
東
部
若
者
サ
ポ
ー
ト
ス

テ
ー
シ
ョ
ン
出
張
相
談
（
要
予

約
）

　
仕
事
に
悩
み
を
抱
え
る
若
者

の
総
合
相
談
窓
口
。

▽
サ
ポ
ス
テ
松
江
℡
０
８
５
２

-

33-

７
７
１
０　

▽
11
時
～

16
時

第
９
回
凧
あ
げ
＆
ニ
ュ
ー
ス

ポ
ー
ツ
の
集
い

問
安
来
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
協

会
・
山
根

℡
０
９
０-

４
５
７
４-

５
３
６
２

日
時　
４
月
29
日
㈬
㈷
９
時
30

分
～
12
時
（
受
付
９
時
～
）

※
悪
天
候
の
場
合
は
中
止
。

場
所　
中
海
ふ
れ
あ
い
公
園（
仮

称
）
※
島
田
干
拓
地
内

持
ち
物　
た
こ
（
希
望
者
に
は
、

１
枚
３
０
０
円
で
お
分
け
し
ま

す
。
先
着
50
枚
）

申
込
先　
さ
く
ら
総
合
ス
ポ
ー

ツ
ク
ラ
ブ
（
℡
23-

１
９
２
３
）

※
当
日
は
会
場
で
受
付
可
。

安
来
市
医
師
会
市
民
公
開
講
座

～
大
切
な
命
を
胃
が
ん
か
ら
守

る
た
め
に
～
（
無
料
）

　
い
き
い
き
健
康
課

　
℡
23-
３
２
２
０

　
日
本
人
の
死
亡
原
因
第
１
位

は
が
ん
で
す
。
中
で
も
男
性
の

死
亡
原
因
第
２
位
の
胃
が
ん
の

予
防
に
つ
い
て
学
び
ま
し
ょ

う
。
ど
な
た
で
も
参
加
で
き
ま

す
。

日
時　
５
月
23
日
㈯
13
時
30
分

～
15
時
30
分　

場
所　
和
鋼
博
物
館

講
演　
「
大
切
な
命
を
胃
が
ん

か
ら
守
る
た
め
に
」

講
師　
（
公
財
）
島
根
県
環
境

保
健
公
社　

総
合
健
診
セ
ン

タ
ー　
足
立
経
一
氏

地
域
づ
く
り
活
動
出
張
相
談
会

　
　
公
益
財
団
法
人
ふ
る
さ
と

島
根
定
住
財
団

　
℡
０
８
５
２-

28-

０
６
９
０

　
地
域
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で

い
る
団
体
や
、関
心
の
あ
る
人・

団
体
を
対
象
に
し
た
相
談
会
。

　

定
住
財
団
で
行
っ
て
い
る

地
域
活
動
支
援
へ
の
支
援
メ

ニ
ュ
ー
や
助
成
金
な
ど
の
各
制

度
の
紹
介
な
ど
も
行
い
ま
す
。

日
時　
５
月
12
日
㈫
15
時
30
分

～
19
時

場
所　
安
来
中
央　
第
３
会
議

室そ
の
他　
▽
予
約
不
要　
▽
無

料心
の
健
康
相
談（
無
料・要
申
込
）

　
　
松
江
保
健
所

　
℡
０
８
５
２-

23-

１
３
１
６

的
な
ア
ド
バ
イ
ス
を
行
い
ま

す
。
市
民
で
あ
れ
ば
、
ど
な
た

で
も
利
用
で
き
ま
す
。

日
時
・
場
所　
▽
５
月
12
日
㈫

９
時
30
分
～
16
時
、
安
来
中
央

　
　
▽
５
月
26
日
㈫
９
時
～
12

時
、
広
瀬

司
法
書
士
無
料
相
談
会

　
　
司
法
書
士
総
合
相
談
セ
ン

タ
ー

　
℡
０
１
２
０-

１
１
４-

２
３
４

日
時　
５
月
２
日
㈯
13
時
～
17

時会
場　
島
根
県
司
法
書
士
会
館

（
松
江
市
南
田
町
）

内
容　
相
続
、
遺
言
、
不
動
産

売
買
、名
義
変
更
、会
社
登
記
、

お
金
の
貸
し
借
り
、借
金
、ロ
ー

ン
、ク
レ
ジ
ッ
ト
、裁
判
な
ど
。

各
種
定
期
相
談
は
市
民
カ
レ
ン

ダ
ー
で
ご
確
認
く
だ
さ
い

　
相
談
時
間
・
お
問
い
合
わ
せ

先
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

生
活
相
談　

▽
９
時
～
16
時
、

▽
社
会
福
祉
協
議
会
℡
23-

１
８
５
５

消
費
者
問
題
弁
護
士
相
談

▽
９
時
～
12
時　
▽
市
民
相
談

室
℡
23-

３
０
６
８

行
政
相
談
所　

▽
９
時
～
12

相　

談

イ
ベ
ン
ト

選
に
て
景
品
も
あ
り
。

名
碗
を
愉
し
む
会

申
問
安
来
市
加
納
美
術
館

　
　
℡
36-

０
８
８
０

　
学
芸
員
の
案
内
に
よ
る
作
品

見
学
の
後
、
茶
室
に
て
季
節
の

お
菓
子
と
お
茶
、そ
し
て 『
碗
』 

を
愉
し
み
な
が
ら
心
豊
か
に
過

ご
せ
ま
す
。 

日
時　
５
月
10
日
㈰
午
前
の
部

10
時
～
、
午
後
の
部
13
時
～

会
場　
安
来
市
加
納
美
術
館　

料
金　
２
５
０
０
円
（
美
術
館

入
館
料
、
季
節
の
お
菓
子
、
お

茶
代
を
含
む
）　

申
込
期
限　
５
月
７
日
㈭

　
・
福
祉
課
℡
23-

３
２
１
６

内
容　
心
の
病
気
や
悩
み
、
飲

酒
問
題
、
も
の
忘
れ
な
ど
。

●
安
来
会
場

日
時　
５
月
21
日
㈭
13
時
30
分

～
15
時
30
分

会
場　
安
来
中
央

※
５
月
19
日
㈫
ま
で
に
要
予
約

●
松
江
会
場

日
時　
５
月
14
日
㈭・18
日
㈪・

26
日
㈫
13
時
30
分
～
15
時
30
分

会
場　
松
江
保
健
所
（
松
江
市

東
津
田
町
）

※
前
日
ま
で
に
要
予
約
。

栄
養
相
談
（
無
料
・
要
予
約
）

　
　
い
き
い
き
健
康
課

　
　
℡
23-

３
２
２
０

　
食
生
活
や
健
診
結
果
な
ど
に

つ
い
て
、
管
理
栄
養
士
が
専
門

そ
の
他　
▽
参
加
無

料　

▽
ニ
ュ
ー
ス

ポ
ー
ツ
の
体
験
コ
ー

ナ
ー
も
設
置　
▽
抽

人間国宝 
金城次郎

「魚
ぎょもん

紋茶碗」

人間国宝
鈴木藏

おさむ

　「志
し の

埜茶碗（好山）」

５月の名碗
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森
の
あ
そ
び
場
「
音
・
食
・
ふ

れ
あ
い
」

　
任
意
団
体
「
夢
民
」・
西
村

℡
０
９
０-

７
７
７
２-

８
１
６
７

　
上
の
台
の
豊
か
な
自
然
の
中

で
音
楽
を
楽
し
み
な
が
ら
、
食
事

を
し
た
り
、
お
し
ゃ
べ
り
を
し
た

り
、
五
感
を
使
っ
て
遊
び
ま
し
ょ

う
。
参
加
型
ラ
イ
ブ
や
体
験
型
イ

ベ
ン
ト
な
ど
、
会
場
の
皆
さ
ん

パ
ー
ス
ト
ー
リ
ー
（
14
時
～
）

▽
自
然
食
の
屋
台
な
ど
出
店　

▽
移
動
動
物
園　
▽
お
も
ち
ゃ

オ
ブ
ジ
ェ
づ
く
り
、
ガ
ラ
ス
マ

ド
ラ
ー
づ
く
り
な
ど
の
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
（
有
料
）　
▽
安
来
高

校
・
情
報
科
学
高
校
美
術
部
、

松
江
養
護
学
校
安
来
分
教
室
の

展
示
コ
ー
ナ
ー
な
ど

と
い
っ
し
ょ
に
森
の
遊
び
場
を

作
っ
て
い
き
ま
す
。

日
時　
４
月
29
日
㈬
㈷
９
時
30

分
～
15
時

場
所　
上
の
台
緑
の
村

内
容　
▽
シ
ン
ガ
ー
・
ソ
ン
グ
ラ

イ
タ
ー
森
田
さ
や
か
ラ
イ
ブ
（
10

時
30
分
～
）　
▽
親
子
で
楽
し
む

フ
ラ
メ
ン
コ
（
13
時
～
）　
▽
よ

し
と
と
ひ
う
た
の
ラ
イ
ブ
ペ
ー

第4回安来・月山戦国ロマンウオーク

美
保
基
地
航
空
祭

　
美
保
基
地
渉
外
室
広
報
班

　
℡
０
８
５
９-

45-

０
２
１
１

日
時
・
場
所　
５
月
24
日
㈰
９

時
～
15
時
、
航
空
自
衛
隊
美
保

基
地
内
（
境
港
市
小
篠
津
町
）

主
な
内
容
（
予
定
）　
▽
航
空
機

地
上
展
示
（
Ｃ-
１
、
Ｙ
Ｓ-

11

な
ど
）　

▽
航
空
機
飛
行
展
示

（
Ｆ-

15
、
Ｃ
Ｈ-

47
な
ど
）
▽

主
要
装
備
品
展
示
ほ
か
。

注
意
事
項　
▽
無
料
駐
車
場
に

　戦国時代、難攻不落の要害として知ら

れた月山富田城跡をはじめ、山中鹿介像、

歴史の薫り高い広瀬のまちなどを巡りま

す。

日　　時　５月30日㈯10時スタート

　　　　　（受付８時20分～・開会式９時30分～） ※雨天決行。

コ ー ス　安来節演芸館（集合場所）～城安寺～山中御殿～

　　　　　太鼓壇～尼子神社～赤門～富田橋～矢たて松～

　　　　　富田八幡宮～三日月公園（尼子武者隊鉄砲演武・汁振る

　　　　　舞い）～広瀬電鉄跡～安来節演芸館着　

　　　　　※行程約11キロ（約3時間程度）

参 加 料　①ウオーク参加プラン… 一般1,200円、夫婦2,200円、

　　　　　　小中学生・高校生500円、未就学児無料

　　　　　②芸術満喫プラン… 一般2,800円（足立美術館入館券付）

　　　　　　郵便振替による事前支払い。

特　　典　安来節鑑賞券、温泉入浴券、特製弁当、抽選会など

申込方法　希望プラン、参加者全員の郵便番号、住所、氏名、年

　　　　　齢、電話番号を明記し、新日本海新聞社西部本社事業

　　　　　課に郵便、ＦＡＸ、メールで申し込む。

定　　員　約 300 人（先着順）※定員になり次第、締め切ります。

申込期限　５月20日㈬
　　　　　申問新日本海新聞社西部本社事業課

　　　　　　　〒683-8520米子市両三柳3060番地

　　  ℡0859-34-8813／ Fax0859-34-8817
　　  メール　s-jigyo@nnn.co.jp

●
比
婆
山
神
話
登
山
ウ
オ
ー
ク

　
　
　
　
　
　

          　
　

（13
時
～
）

コ
ー
ス　
峠
之
内
コ
ー
ス
約
４

キ
ロ
、
清
水
掻
コ
ー
ス
約
３
キ

ロ
。

定
員　
約
２
０
０
人
（
先
着
順
）

参
加
料　
一
人
３
０
０
円

参
加
申
込　
当
日
10
時
30
分
～

12
時
ま
で
に
会
場
内
の
横
屋
公

民
館
で
受
け
付
け
。

　

比
婆
山
神
話
フ
ェ
ス
タ
実
行

委
員
会
・
山
本

　

℡
０
９
０-

９
５
０
９-

９
３
５
０

比
婆
山
神
話
フ
ェ
ス
タ

         

イ
ザ
ナ
ミ
祭

日
時
・
場
所　
５
月
10
日
㈰
９

時
30
分
～
15
時
、
比
婆
山
周
辺

（
伯
太
町
横
屋
）

内
容　
▽
比
婆
山
グ
ル
メ
屋
台

村
（
９
時
～
15
時
）　
▽
ア
ト
ラ

ク
シ
ョ
ン
（
10
時
～
12
時
、
伯

太
太
鼓
・
南
中
ソ
ー
ラ
ン
な
ど
）

▽
豚
汁
の
無
料
提
供
な
ど

駐
車
場　
井
尻
小
学
校
、
消
防

井
尻
分
団
格
納
庫
周
辺
。
当
日

は
、
会
場
と
駐
車
場
を
往
復
す

る
シ
ャ
ト
ル
バ
ス
を
無
料
で
運

行
し
ま
す
。

は
限
り
が
あ
り
ま
す
の
で
、
公

共
交
通
機
関
を
ご
利
用
く
だ
さ

い　
▽
基
地
と
一
部
の
駐
車
場

間
を
民
間
の
有
料
シ
ャ
ト
ル
バ

ス
が
運
行
し
ま
す　
▽
ペ
ッ
ト

類
（
盲
導
犬
を
除
く
）
を
連
れ

て
の
来
場
は
で
き
ま
せ
ん
。　

そ
の
他　
当
日
ま
で
の
間
、
飛

行
展
示
の
訓
練
を
行
い
ま
す
。

ご
迷
惑
を
お
掛
け
し
ま
す
が
ご

理
解
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

31

庁…庁舎
地…地域センター

健…保健センター
交…交流センター

申…申し込み先
問…問い合わせ

問

問

問



やすぎ再発見

エッサ
あ

エッサくんと行く

広
報
や
す
ぎ
　
平
成
27
年
５
月
号

四コママンガ

昔さ ぽん
むかし古事記1300 年記念

釈
し ゃ

迦
か

ヶ
が

嶽
た け

雲
く も

右
え

エ門
も ん

伝
で ん

２

　大
おお

塚
つか

町
ちょう

出
しゅっ

身
しん

の力
りき

士
し

で、江
え

戸
ど

時
じ

代
だい

、当
とう

時
じ

の最
さい

高
こう

位
い

である大
おお

関
ぜき

になった釈
しゃ

迦
か

ヶ
が

嶽
たけ

雲
くも

右
え

エ門
もん

。身
しん

長
ちょう

２２７センチ、体
たい

重
じゅう

１８０

キロの人
ひと

並
な

みはずれた体
からだ

の雲
くも

右
え

エ門
もん

は、外
そと

から２階
かい

の窓
まど

を開
あ

けてタバコの火
ひ

を借
か

りたり、食
しょく

事
じ

の代
だい

金
きん

をお店
みせ

の屋
や

根
ね

に置
お

い

たりと、愉
ゆ

快
かい

なお話
はなし

が残
のこ

っています。

　ある日
ひ

、雲
くも

右
え

エ門
もん

が仕
つか

えていた松
まつ

江
え

藩
はん

のお殿
との

様
さま

のお屋
や

敷
しき

に、出
で

入
い

りの医
い

者
しゃ

が訪
たず

ねてきました。お殿
との

様
さま

は医
い

者
しゃ

を驚
おどろ

か

そうと、よからぬことを思
おも

いつきました。

　医
い

者
しゃ

は、部
へ

屋
や

に通
とお

されて少
すこ

し待
ま

つように告
つ

げられまし

た。しばらくすると、

ふすまの外
そと

から「お

茶
ちゃ

をもって参
まい

りまし

た」とか細
ぼそ

い声
こえ

が聞
き

こ

え、女
おんな

の人
ひと

が障
しょう

子
じ

を開
あ

け、腰
こし

をかがめ部
へ

屋
や

に

入
はい

ってきました。お茶
ちゃ

を置
お

いて出
で

ていこう

とするので、医
い

者
しゃ

はお

礼
れい

を言
い

いました。すると女
おんな

は振
ふ

り返
かえ

り、スルスルと立
た

ち上
あ

がると、あっという間
ま

に背
せ

丈
たけ

が天
てん

井
じょう

につくほど大
おお

きさにな

り、医
い

者
しゃ

を真
ま

上
うえ

から包
つつ

み込
こ

むように見
み

下
お

ろしたのです。医
い

者
しゃ

は肝
きも

をつぶし「た、助
たす

けてくれー」と叫
さけ

び、腰
こし

を抜
ぬ

かして

動
うご

けなくなってしまいました。女
おんな

の正
しょう

体
たい

は、お殿
との

様
さま

に命
めい

じ

られて変
へん

装
そう

した雲
くも

右
え

エ門
もん

だったのです。雲
くも

右
え

エ門
もん

はとても

真
ま

面
じ

目
め

な性
せい

格
かく

として知
し

られていますが、こんなお茶
ちゃ

目
め

な一
いち

面
めん

もあったようです。

安来市指定文化財

釋
しゃかがたけ

迦嶽雲右衛門・稲
いな

妻
づま

咲
さき

右
え

衛
も

門
ん

兄弟塔（大塚町）

　伯太川の土手から大塚町への入り口に、大関まで出世した二人の兄弟塔
が建っています。弟の咲右衛門が兄の偉業をたたえて建てたといわれ、石
碑には雲右エ門の手形があるほか、周辺には身長や足形を表した等身碑が
あり、その大きさを伝えています。
　大塚地区は、昔から地区（昔は村）の入口に魔除け
として力士の碑を建てる風習があり、南側には荒川、
東側に黒岩、糸浜といずれも江戸や大坂で活躍し、郷
土を沸かせた大塚出身力士の碑があり、今もふるさと
を守っています。

雲右エ門と同じ
高さの等身碑 　二人の兄弟大関の兄弟塔

　手形

古紙配合率70％再生紙を使用しています


